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Feature─特集Ⅰ
Keio Research Center for the Liberal Arts

Newsletter 45
慶應義塾大学教養研究センターニューズレター第45号/2024年11月29日発行
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特集Ⅰ	 「基盤研究」「読書会」

特集Ⅱ	 「情報の教養学」「学習相談」

特集Ⅲ	 【教養研究センター	実験授業／設置科目】	
	 庄内セミナー /日吉学／生命の教養学／エンターテインメントビジネス論／身体知

特集Ⅳ	 「日吉行事企画委員会（HAPP）企画」

特集Ⅴ	 「日吉キャンパス公開講座」「みなさんmiraiプロジェクト」

	 「創造力とコミュニティ研究会」
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私の○○自慢
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そういえば、渋谷

教養研究センター副所長

三原龍太郎（経済学部）
Ryotaro Mihara

　「そういえば昔、渋谷に住んでいたんだよな」ということを
唐突に思い出しました。今から25年くらい前、大学学部の最初
の２年間、南平台にある学生寮に下宿していたことを。学部後
半は駒場に住み、就職後も東横線が通勤ルートだったので、渋
谷はその後もしばらくは自分のターミナル駅でした。
　「そういえば今、渋谷ってすごく変わっているんだよな」と
いうことも併せて思い出しました。留学やら転職やらでしばら
く行かないでいる間に大規模再開発が進行して、渋谷はどうや
ら当時とはかなり様変わりしているらしいということを。
　現在の渋谷は当時の思い出の渋谷からどれくらい変わってい
るのだろう？この「リサーチクエスチョン」に答えるべく、週
末を利用して渋谷の「思い出スポット」をめぐる「フィールド
ワーク」を敢行しました。
　南平台の学生寮には渋谷駅の現在の西口からセルリアンタ
ワーの辺りを通って帰っていたので、今回もそのルートを辿ろ
うとしました。ところが西口エリア全体が壮大な解体工事の
真っ最中で、当時の駅施設がほとんど取り壊されてしまってい
たため初手から躓きました。思い出スポット、早くも消失。
　気を取り直して進み、帰寮ルートの途中だった桜丘の下り坂
の上に立ってみると、はるか先の空には当時存在していなかっ
たタワーマンションがニョッキリと生えています。坂を下り
きって、桜丘郵便局から渋谷駅の方面を見やると、これまた当
時はなかった渋谷サクラステージの巨大なビルが壁のように屹
立して坂の上の雲ならぬ空を遮っています。途中にあった小学

校はいつの間にかなくなり「渋谷区文化総合センター大和田」
というやはり高層の建物に変わっていました。セルリアンタ
ワーも渋谷ヒカリエもそうですが、建て替えや街区整備で足元
の道が随分と広く歩きやすくなった反面、目線よりも上の空は
以前よりも「抜け」なくなっているようです。
　「地下」も変わっていました。地下の食品売り場で１パック
数百円のお総菜を買っていた東急プラザ渋谷はずいぶんと煌び
やかな建物になり、地下１階は「防災センター」なるものに
なっていて一般客が入れない仕様になっていました（現在の住
民はお惣菜をどこで買っているのでしょうか？）。雑貨屋やハ
ンコ屋のような小さなお店がたくさん並び、そこの店主の一人
が飼っていたとおぼしき白い子犬がチョロチョロと歩き回って
いた「しぶちか」もずいぶんと整然とした地下道になり、
チェーン店も入っていました（あの子犬はどこへ行ってしまっ
たのでしょうか？）。
　「食」も変わっていました。赤ん坊の頃から家族ぐるみで
通っている神戸牛鉄板焼のお店はマスターが代替わりし、寮生
の頃に通っていたセンター街のインドカレー 1,000円食べ放題
レストランはなくなっていました。就職してから通った渋谷川
沿いの背脂醤油ラーメンの店主が亡くなりあのラーメンを未来
永劫味わうことができなくなってしまったかと思えば、その後
留学した先のボストンで味を覚えたが日本では食べられないだ
ろうと諦めていたアメリカのロブスターロールが公園通りで食
べられるようになっていました。
　私は都市論の専門家ではありませんが、記憶、五感、資本と
いった要素が絡まりあい、そこに時間という推進剤が複雑にし
かし確実に作用しながら渋谷という空間が形作られているのだ
なと実感できた「フィールドワーク」でした。
　聞けば友人はお子さんを桜丘方面の保育園に通わせているそ
うです。私にとっての「変わってしまった渋谷」は、その子に
とっての「思い出の渋谷」になっていくのでしょうか。Newsletter
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私のランニング自慢

昨年からランニングを始め、そろそろ一年が経過します。当初は、腰痛防止や体力増進の目的で週に1度ゆっくり
走るくらいだったのですが、意外とはまってしまい、今では２日に１回はジムのトレッドミルで45分ほどラン

ニングしています。始めたときは距離を伸ばしたり、タイムを上げたりすることは、一切想定していなかったのです
が、最近では効率の良い走り方を知るためにYouTubeでランニングの動画を見るうちに、陸上の長距離選手の走り
に憧れるようになり、フォームを改善して、もっといい走りがしたいという欲が
出てきました。
　こうした表向きの理由はさておき、もう一つランニングにはまった理由があり
ます。それは走りながら見るNetflixやAmazonPrimeなどの動画サイトです。大
好きな洋画を見たり、話題になった海外ドラマを見たりと、走る時間を利用して
映像作品を見るのが大きな楽しみになっています。映画であればいいシーンが終
わるまで、ドラマならば一話を見終わるまで、と自分に言い聞かせることで、ト
レーニング終盤のつらい時間もやり過ごせるような気がします。
　また、思い切って今年秋には初めてハーフマラソンに挑戦することにしまし
た。その練習でも動画サイトがきっといい相棒になってくれそうです。
� （理工学部　山口早苗）

　

【基盤研究】文理連接プロジェクト第４回 
ワークショップ２ 中間発表１

９月28日（土）13：00〜17：30　日吉キャンパス来往舎103・104
【日吉キャンパス公開講座】「際（きわ）」

１回目：10月５日（土）、２回目：10月26日（土） 
３回目：11月２日（土）、４回目：11月16日（土） 

５回目：11月30日（土） 
13：00〜 16：15　日吉キャンパスD101教室

【「学び場」プロジェクト】
10月14日（月）〜 2025年１月24日（金） 

日吉図書館１階スタディサポート
【HAPP】HAPPO STYROL INSTALLATION

11月５日（火）〜11月18日（月）　日吉キャンパス第５校舎跡地
【学会・ワークショップ等開催支援】 

慶應義塾大学体育研究所・（公社）全国大学体育連合 
関東支部共催ワークショップ「ルーブリック作成と 
活用を考える ワークショップ&ディスカッション」

11月９日（土）14：00〜18：00　日吉キャンパス スポーツ棟
【読書会】「晴読読雨」第11回：若澤佑典 

「〇〇学」エトセトラ　しっぽ学?きのこ学?
11月11日（月）17：00〜 18：00 
日吉キャンパス来往舎小会議室

【教養の一貫教育vol.10】舞踏家・上杉満代による舞踏
ワークショップ「呼吸を遊び 体と遊び 床を踏む！」

11月20日（水）15：15〜 17：30
慶應義塾高等学校 日吉協育棟 日吉協育ホール
【読書会】「晴読読雨」第12回：若澤佑典

12月７日（土）10：00〜 13：00 
日吉キャンパス来往舎小会議室

【HAPP】新入生歓迎行事 メイクで探求する個性 
自分を引き立たせる技と心

12月13日（金）16：30〜18：30　日吉キャンパス来往舎大会議室
【HAPP】日吉音楽祭2024 室内楽・ 

ピアノマラソンコンサート
12月21日（土）14：00〜 

日吉キャンパス協生館 藤原洋記念ホール
【学会・ワークショップ等開催支援】 

国際フレームネットワークショップ2025
2025年３月７日（金）〜８日（土）

日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース
【選書刊行記念企画】著書と読むセンター選書 

第４回 若澤佑典
日時未定　日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【学会・ワークショップ等開催支援】第25回英詩研究会 
（研究発表および「英詩と風景」シンポジウム）
９月28日（土）13：10〜18：00　日吉キャンパス来往舎大会議室

【情報の教養学】第５回：大澤博隆 
「情報工学から想像学へ：ヒューマンエージェントイン
タラクションから物語応用までの系譜」
10月16日（水）16：30〜 18：00 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【HAPP】古楽トークコンサート 
スペイン中世音楽の楽しみ
10月22日（火）15：00〜 16：30 
日吉図書館地下１階AVホール

【学会・ワークショップ等開催支援】 
スペイン史学会第45回大会
10月27日（日）13：00〜18：00 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【創造力とコミュニティ研究会26】 
社会課題をアートで解決するグローバルアートチーム
LITTLE ARTISTS LEAGUEの全て
10月29日（火）18：30〜 20：00　カドベヤ

【創造力とコミュニティ研究会27】ヨコハマ喫茶去
11月５日（火）18：30〜 20：00　カドベヤ

【学会・ワークショップ等開催支援】 
第19回日本応用老年学会大会
11月９日（土）〜 10日（日）　
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース／協生館 藤原洋記念ホール

【HAPP】ライブラリーコンサート
11月11日（月）①13：45〜　②15：00〜 
日吉図書館地下１階AVホール

【基盤研究】文理連接プロジェクト第５回 
ワークショップ３　中間発表２
11月23日（土）　日吉キャンパス来往舎103・104

【情報の教養学】第６回：北村崇師「なぜ AI は差別社
会を作ってしまうのか？～問題と防止策について～」
12月18日（水）　日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【学会・ワークショップ等開催支援】 
国際シンポジウム「日本映画のモダニティ」（仮題）
2025年１月13日（月・祝）　オンライン開催

【基盤研究】文理連接プロジェクト第６回 
ワークショップ４　最終発表
2025年２月28日（金）　日吉キャンパス来往舎103・104

渋谷サクラステージの「壁」11
月

10
月

９
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※活動予定は中止・延期・変更となる可能性があります。

基盤研究
教養研究講演会　no.10
「宗教の中国化」政策：文化的レトリックと統治戦略

【講師】汲　　喆（フランス東洋言語文化学院社会学教授）
【司会】酒井規史（商学部准教授）
【通訳】山下一夫（理工学部教授）
【企画】小菅隼人（理工学部教授）

　宗教は人々の生き方を支える精神的な土台であり、これ
を理解することは教養の重要な部分を占めています。基盤
研究では過去にキリスト教についての講演会を開催しまし
たが、その後アジアの宗教も取り上げようと計画していた
ところ、フランスの中国系研究者である汲喆（Ji�Zhe、
ジー・ジャー）先生が来日されることを知り、先生と面識
のあった所員が交渉して、現代中国の宗教について講演し

ていただきました。汲喆先生は
1974年に中国で生まれ、渡仏して
フランス社会科学高等研究院
（EHESS）で博士号を取得し、現
在はフランス東洋言語文化学院
（INALCO）の教授として、近現代漢伝仏教や宗教グロー
バリズムなどを研究しています。講演は、現在の中国で漢
伝仏教・チベット仏教・道教・キリスト教・イスラム教な
どの宗教がどのような状況にあるかを、政策との関係で解
き明かすというもので、学内外の多くの参加者と活潑な議
論が交わされ、大変充実した講演会となりました。
� （山下一夫）

読書会「晴読雨読」アイデアの系譜学
教室と部室の間の＜サード・プレイス＞を目指して
　本とアイデアを持ち寄る読書会も、２年目に突入しまし
た。24年度上半期は、特別企画「対話！対決！対照！片山
教養研究センター所長と若澤所員が喋り倒す！」を含め、
５回のイベントを実施しました。本対談では、会場の大会
議室が学生や教員の参加者で満杯になり、主催者として嬉
しい悲鳴を上げました。通常回では、毎回10名～ 20名程
度の参加があり、和気あいあいとした「お喋り」が続く回
もあれば、研究者同士で「論戦」になることもあり、ある
いは10代の学生の語りを「世代を超えて傾聴する」場にな
ることもあり、その様相は変幻自在です。授業よりはフ
ラットで、部活よりはアカデミックな、いわば大学キャン

パスの「第三の場」を志向して、引き続き企画運営を行っ
ていきます。編集遊戯、分解と発酵の思考術、かたち学、
舞台上で踊る思考、といったように、毎回のタイトルはど
こか謎めいたもの
を、しかし同時に、
一つの知の世界を
構成するようなフ
レーズを心がけて
います。
� （若澤佑典）

文理連接プロジェクト

　2024年度の「文理連接研究会」は、「人工」を新たな共
通テーマとして定め、３回のゲスト講演と４回のワーク
ショップを予定しています（３回目のゲスト講演と１回目
のワークショップは同日に開催しました）。昨年まで年に
10回程度行ってきた小規模の研究会の回数を減らし、その
分、終日開催のワークショップの回数を増やして、活動を
より集中的なものにしました。
　年度末までに論考集『連接』第３号（2025年４月発行予
定）への掲載論文を作成することを前提に、８月２日に計
画発表（10名が発表）、９月28日と11月23日に中間発表、
２月28日に最終発表を行い、文理を跨ぐ異なる分野の研究
者たちが自由に議論をし、大いに触発し合います。

　研究会の活動につい
ては随時ブログで公
開・更新しており、
2022年度、2023年度の成果である『連接』第１号、第２号
も閲覧できます（https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/bunri/）。
研究会への参加は基本的に研究者・教員に限定しています
が、前提知識が必要なわけではないので、どなたでも気軽
にご参加いただけます。関心のある方は、ぜひご連絡くだ
さい。� （荒金直人）

※�写真は藤原慶（理工学部准教授）の講演
　「生命科学・化学にみられる多様な階層の人工細胞」

２
月

2024年度 慶應義塾大学教養研究センター主催  基盤研究 教養研究講演会 no．10

日時：2024年7月23日（火）16：30～18：30
場所：慶應義塾大学日吉キャンパス大会議室
対象：研究者・塾生・教職員・塾員 ★入場無料・予約不要★

お問い合わせ：toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

  「宗教の中国化」政策
文化的レトリックと統治戦略
「中国化」は習近平政権における宗教政策の中心的概念であるが、その内
容は曖昧かつ複雑で、政治的意味と文化的意味の両方を含んでいる。この
政策は、まずは近年における中国政府とキリスト教・イスラム教・チベット仏教
などの「外来宗教」の一部の信者との間の緊張関係と、権力側が民族主義
的感情と文化特殊主義的論述を動員して統治戦略の正当化を図ろうとして
いることを反映している、と言える。
しかし、より長期的な視点に立てば、この政策の目標は中国共産党の支配
体制における政治と宗教との関係の基本的な規範を再確認し、宗教問題
や民族問題における中央権力の絶対的な権威を再構築することにある。
今回の講演では、まず百年来の中国共産党の宗教政策の変遷をふり返っ
たあと、「宗教の中国化」政策の言説の構築過程とその内容について考察を
行い、さらにこの政策の宣伝と実施についての簡単な説明と評価を行う。

講演者：汲喆（Ji Zhe、ジー・ジャー）

司会 ： 小野　文（理工学部教授）
通訳 ： 山下一夫（理工学部教授）

1974年生。フランス東洋言語文化学院（INALCO）社会学教授。
2007年にフランス社会科学高等研究院（EHESS）で博士号を取得。専門は近現代漢伝仏
教、宗教グローバリズム、宗教社会学理論、フランス中国学。
著書に“Religion, modernite et temporalite: une sociologie du bouddhisme 
chan contemporain”（宗教・近代性・時間性：現代における禅宗の社会学）、編著に『二
十世紀中国仏教的両次復興』（二十世紀における中国仏教の二度の復興／Daniela 
Campo、王啓元との共編）、“Making Saints in Modern China”（近代中国における
成道／David Ownby、Vincent Goossaertとの共編）、“Buddhism after Mao: 
Negotiations, Continuities, and Reinventions”（ポスト毛沢東時代の仏教：交渉・
継続・再発明／Gareth Fisher、Andre Laliberteとの共編）、『現代世界的思想者：斉美
爾研究輯選』（近代世界の思考者：ジンメル研究選集／任強との共編）。
またデュルケーム『宗教生活の基本形態』（渠敬東との共訳）、モース『贈与論』、デュルケー
ム＆モース『分類の若干の未開形態について』など、フランス・アナール学派の重要な著作の
中国語訳も行っている。

講演言語：中国語（日本語通訳有）

2024 年度教養研究センター主催読書会　晴読雨読
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問い合わせ：
toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

若澤佑典文学部助教
（日吉・英語）　　　　　

4月26日（金）

１7： 30 ～
１8 ： 30　（予定）

※途中入退室可

場所 ：日吉キャンパス

来往舎小会議室

対象 ： 塾生・ 教職員　

★事前登録不要

アイデアの系譜学⑥

【概要】

「アイデアの系譜学」読書会とは…
「アイデアの歴史」（History of Ideas）という学問分野を参照
しつつ、発想の生成・循環・変容をテーマに「あれこれ喋る」、
書籍持ち寄り型の会になります。前回からの継続参加、今回のみ
の単発参加の両方を歓迎します。日吉の１～２年生だけでなく、
三田の上級生、湘南藤沢や信濃町からの参加、時には高校生や教
員たちの「往来がある」ことが本会の特徴です。当日、どんな流
れになるかは、集まってみるまで主催者も分かりません。「創造
的な混沌」を目指す場です！

未知との遭遇、アイデアを閃く瞬間は、授業教室の外にも溢れて
います。本企画では、金曜の夕方に学生と教員で集まって、最近
気になっている本、思いついたアイデアについて、あれこれ喋る
トーク・セッションを行います。今回は「編集の知」を出発テー
マに設定し、言葉を並べて組み替える楽しみ、アイデアの変換方
法などについて、あれこれお喋りをしてみたいと思います。かつ
て慶應に学び、図書館に籠って、博物学探究に耽溺した知の巨人
荒俣宏の遊戯的思考法についても言及します。テーマから連想す
る書籍やキーワードの持ち寄り、あるいは「編集について語りた
い～」といったエピソード披露など、ワイワイお話ができればと
思います。

問い合わせ先 ： toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

片
山
杜
秀 

法
学
部
教
授

若
澤
佑
典 

文
学
部
助
教

教養研究センター主催 読書会 晴読雨読 アイデアの系譜学 第 8 回 スペシャル対談企画

日時 ：7月 5日 （金） 15 ： 00 ～17： 30 （途中入退室可・ 予約不要）

場所 ： 日吉キャンパス来往舎 2F 大会議室／対象 ： 塾生 ・ 教職員　
※他キャンパス所属の学部・大学院生、一貫校の高校生のみなさんも歓迎します！

対談 1 ： 日吉という文芸共和国  15 ： 00 ～ 16 ： 00

対談 2 ： 博覧強記の思想史実践 16 ： 30 ～ 17 ： 30

2023年6月に始まった「本とアイデアを持ち寄って喋る会」＝アイデアの系譜学読書会ですが、今回
で１周年を迎えます。そんなアニバーサリーを祝して、今回は教養研究センターの片山杜秀所長をお
招きし、対談形式＝トークショーで実施します。日吉教員の中でもモーレツに喋りまくる二人がそろった
とき、どんなトークの化学反応（爆発？）が起こるのか、みなさま、その目撃者となってください。
片山所長は新著『大楽必易：わたくしの伊福部昭伝』、若澤所員も新著『文芸共和国の歩き方：書棚
を遊歩するためのキーワード集』を持参し、自著を出発点にして文芸の愉しさ、日吉という場の魅力、
リベラル・アーツの悲喜交々、思想史という営みについて、「喋り倒したい」と思います。

（休憩 ・ 歓談）　　　　16 ： 00 ～ 16 ： 30

　　　　　   対話！対決！対照！
  片山教養研究センター所長と若澤所員が喋り倒す！

情報の教養学（2024年度春学期）
　2024年度春学期の「情報の教養学」では、４件の講演を
実施しました。まず、高橋直大氏（AtCoder（株）代表取
締役社長）は、アルゴリズムを解説しました。アルゴリズ
ムの例をいくつか紹介した上で、それで何が可能になるの
か、また機械学習やAIとのすみ分けについて議論しまし
た。
　次に、福井健策氏（弁護士）は、デジタルアーカイブを
とりあげました。アニメ、文庫本、放送台本などを例とし
てとりあげ、国内外の取り組み、著作権から見た許諾・非
許諾のアーカイブ活動、そして、日本における政策提言を
紹介しました。
　３件目では、大黒岳彦氏（明治大学教授）は、「情報」
という言葉に着目しました。昔は役に立つ知らせであった
のに対し、情報科学が発展するにつれて、パターンとして
とらえられ、2000年に入ると意味を欠いた単なる大量の
データとなり、そして近年はその無意味なデータから意味
を見出そうとしている流れを解説しました。

　最後に、伊藤
公平塾長は、慶
應義塾と米国
CMUと のAIの
パートナーシッ
プの話、教育に
おいてAIをど
のように応用で
きるか、人口減
少が起きる今後
において大学教
育がどうあるべ
きなのかについ
て議論しました。
　いずれの講演も参加者は興味深く聴講し、質疑も活発で
した。秋学期は、２件の講演を実施する予定です。
� （高田眞吾）

学習相談
　昨年度に引き続き今年の春学期も多くの相談をお受けす
ることが出来ました。
　例年春学期は秋学期に比べて相談件数が多い傾向にあり
ますが、この理由としましては経験の浅い新入生を中心に、
大学で課される注などを含んだ本格的なレポート課題に戸
惑われている方が多いからではないでしょうか。新しく大
学生活を始めるにあたって、不慣れな履修や課題提出のシ
ステムに混乱したり、環境の変化も相まって不安を感じら
れているような方も見受けられました。
　そこで今年は企画として相談員との座談会を開催し、
レポート作成の補助の枠組みを超えて様々な悩みや不安に

ついてある程度、解消の手助け
をすることが出来たのではない
かと考えています。
　ピア・メンターの意味、“同
じ立場”である学生に相談を行
える機会は大学内でも意外と少
ないように感じるので、今後も
貴重な機会であり続けられたら
良いなと感じております。
� （中山翔琉　理工学部機械工学科３年）

学習相談

◆◆実実施施日日時時 44月月1155日日((月月))～～77月月2266日日((金金)) 毎毎週週平平日日午午後後

◆◆場場所所 日日吉吉図図書書館館11階階ススタタデディィササポポーートト
カカウウンンタターーへへ直直接接おお越越ししくくだだささいい((WWEEBBかかららのの予予約約もも可可能能でですす))

22002244..  44

学学部部生生やや大大学学院院生生のの
相相談談員員がが同同じじ学学生生目目線線でで
アアドドババイイススししまますす！！

レレポポーートトのの構構成成がが決決ままららなないい……
参参考考文文献献のの書書きき方方がが分分かかららなないい……
授授業業課課題題ののややりり方方がが分分かかららなないい……
伝伝わわるるププレレゼゼンンっってて？？

問問いい合合わわせせ：：日日吉吉メメデディィアアセセンンタターー hhmmcc--rreeff--ggrroouupp@@kkeeiioo..jjpp
hhttttppss::////lliibbgguuiiddeess..lliibb..kkeeiioo..aacc..jjpp//hhyyss__ssttuuddyyaaddvviiccee

共共催催：：教教養養研研究究セセンンタターー・・日日吉吉メメデディィアアセセンンタターー・・日日吉吉学学生生部部

勉強のお悩み

で相談してみませんか？

学学習習相相談談
WWeebbササイイトト
予予約約ももここちち
ららかからら

学習相談員による新生活応援座談会
　日吉メディアセンターでは学部１年生向けの座談会が
開催されました。初回は５月８日、大雨にもかかわらず
４名の学生が参加し、続く５月14日には、10名の学生が
集まりました。
　座談会は２部構成となっており、前半は学習相談員４
名による学業とプライベートの両立方法についてのディ
スカッション、後半では学習相談員が参加者の相談に対
応しました。相談パートでは参加者からはレポートの書
き方やゼミの選び方など多岐にわたる質問が寄せられ、
予定の30分を大幅に超えて１時間近い時間が費やされま

した。
　学習相談員としてはコロナ禍
以来、初めての対面イベントで
あり、探り探りの雰囲気でした
が、想定よりも多くの参加者が
集まった事で学習相談の周知に
繋がったと考えています。次回
の座談会企画にあたっては開催
時期やテーマの選定の再検討を
行いたいです。
� （米満優希　法学部政治学科４年）
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巻頭言	

特集Ⅰ	 「基盤研究」「読書会」

特集Ⅱ	 「情報の教養学」「学習相談」

特集Ⅲ	 【教養研究センター	実験授業／設置科目】	
	 庄内セミナー /日吉学／生命の教養学／エンターテインメントビジネス論／身体知

特集Ⅳ	 「日吉行事企画委員会（HAPP）企画」

特集Ⅴ	 「日吉キャンパス公開講座」「みなさんmiraiプロジェクト」

	 「創造力とコミュニティ研究会」

活動予定

私の○○自慢

Contents

そういえば、渋谷

教養研究センター副所長

三原龍太郎（経済学部）
Ryotaro Mihara

　「そういえば昔、渋谷に住んでいたんだよな」ということを
唐突に思い出しました。今から25年くらい前、大学学部の最初
の２年間、南平台にある学生寮に下宿していたことを。学部後
半は駒場に住み、就職後も東横線が通勤ルートだったので、渋
谷はその後もしばらくは自分のターミナル駅でした。
　「そういえば今、渋谷ってすごく変わっているんだよな」と
いうことも併せて思い出しました。留学やら転職やらでしばら
く行かないでいる間に大規模再開発が進行して、渋谷はどうや
ら当時とはかなり様変わりしているらしいということを。
　現在の渋谷は当時の思い出の渋谷からどれくらい変わってい
るのだろう？この「リサーチクエスチョン」に答えるべく、週
末を利用して渋谷の「思い出スポット」をめぐる「フィールド
ワーク」を敢行しました。
　南平台の学生寮には渋谷駅の現在の西口からセルリアンタ
ワーの辺りを通って帰っていたので、今回もそのルートを辿ろ
うとしました。ところが西口エリア全体が壮大な解体工事の
真っ最中で、当時の駅施設がほとんど取り壊されてしまってい
たため初手から躓きました。思い出スポット、早くも消失。
　気を取り直して進み、帰寮ルートの途中だった桜丘の下り坂
の上に立ってみると、はるか先の空には当時存在していなかっ
たタワーマンションがニョッキリと生えています。坂を下り
きって、桜丘郵便局から渋谷駅の方面を見やると、これまた当
時はなかった渋谷サクラステージの巨大なビルが壁のように屹
立して坂の上の雲ならぬ空を遮っています。途中にあった小学

校はいつの間にかなくなり「渋谷区文化総合センター大和田」
というやはり高層の建物に変わっていました。セルリアンタ
ワーも渋谷ヒカリエもそうですが、建て替えや街区整備で足元
の道が随分と広く歩きやすくなった反面、目線よりも上の空は
以前よりも「抜け」なくなっているようです。
　「地下」も変わっていました。地下の食品売り場で１パック
数百円のお総菜を買っていた東急プラザ渋谷はずいぶんと煌び
やかな建物になり、地下１階は「防災センター」なるものに
なっていて一般客が入れない仕様になっていました（現在の住
民はお惣菜をどこで買っているのでしょうか？）。雑貨屋やハ
ンコ屋のような小さなお店がたくさん並び、そこの店主の一人
が飼っていたとおぼしき白い子犬がチョロチョロと歩き回って
いた「しぶちか」もずいぶんと整然とした地下道になり、
チェーン店も入っていました（あの子犬はどこへ行ってしまっ
たのでしょうか？）。
　「食」も変わっていました。赤ん坊の頃から家族ぐるみで
通っている神戸牛鉄板焼のお店はマスターが代替わりし、寮生
の頃に通っていたセンター街のインドカレー 1,000円食べ放題
レストランはなくなっていました。就職してから通った渋谷川
沿いの背脂醤油ラーメンの店主が亡くなりあのラーメンを未来
永劫味わうことができなくなってしまったかと思えば、その後
留学した先のボストンで味を覚えたが日本では食べられないだ
ろうと諦めていたアメリカのロブスターロールが公園通りで食
べられるようになっていました。
　私は都市論の専門家ではありませんが、記憶、五感、資本と
いった要素が絡まりあい、そこに時間という推進剤が複雑にし
かし確実に作用しながら渋谷という空間が形作られているのだ
なと実感できた「フィールドワーク」でした。
　聞けば友人はお子さんを桜丘方面の保育園に通わせているそ
うです。私にとっての「変わってしまった渋谷」は、その子に
とっての「思い出の渋谷」になっていくのでしょうか。Newsletter
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私のランニング自慢

昨年からランニングを始め、そろそろ一年が経過します。当初は、腰痛防止や体力増進の目的で週に1度ゆっくり
走るくらいだったのですが、意外とはまってしまい、今では２日に１回はジムのトレッドミルで45分ほどラン

ニングしています。始めたときは距離を伸ばしたり、タイムを上げたりすることは、一切想定していなかったのです
が、最近では効率の良い走り方を知るためにYouTubeでランニングの動画を見るうちに、陸上の長距離選手の走り
に憧れるようになり、フォームを改善して、もっといい走りがしたいという欲が
出てきました。
　こうした表向きの理由はさておき、もう一つランニングにはまった理由があり
ます。それは走りながら見るNetflixやAmazonPrimeなどの動画サイトです。大
好きな洋画を見たり、話題になった海外ドラマを見たりと、走る時間を利用して
映像作品を見るのが大きな楽しみになっています。映画であればいいシーンが終
わるまで、ドラマならば一話を見終わるまで、と自分に言い聞かせることで、ト
レーニング終盤のつらい時間もやり過ごせるような気がします。
　また、思い切って今年秋には初めてハーフマラソンに挑戦することにしまし
た。その練習でも動画サイトがきっといい相棒になってくれそうです。
� （理工学部　山口早苗）

　

【基盤研究】文理連接プロジェクト第４回 
ワークショップ２ 中間発表１

９月28日（土）13：00〜17：30　日吉キャンパス来往舎103・104
【日吉キャンパス公開講座】「際（きわ）」

１回目：10月５日（土）、２回目：10月26日（土） 
３回目：11月２日（土）、４回目：11月16日（土） 

５回目：11月30日（土） 
13：00〜 16：15　日吉キャンパスD101教室

【「学び場」プロジェクト】
10月14日（月）〜 2025年１月24日（金） 

日吉図書館１階スタディサポート
【HAPP】HAPPO STYROL INSTALLATION

11月５日（火）〜11月18日（月）　日吉キャンパス第５校舎跡地
【学会・ワークショップ等開催支援】 

慶應義塾大学体育研究所・（公社）全国大学体育連合 
関東支部共催ワークショップ「ルーブリック作成と 
活用を考える ワークショップ&ディスカッション」

11月９日（土）14：00〜18：00　日吉キャンパス スポーツ棟
【読書会】「晴読読雨」第11回：若澤佑典 

「〇〇学」エトセトラ　しっぽ学?きのこ学?
11月11日（月）17：00〜 18：00 
日吉キャンパス来往舎小会議室

【教養の一貫教育vol.10】舞踏家・上杉満代による舞踏
ワークショップ「呼吸を遊び 体と遊び 床を踏む！」

11月20日（水）15：15〜 17：30
慶應義塾高等学校 日吉協育棟 日吉協育ホール
【読書会】「晴読読雨」第12回：若澤佑典

12月７日（土）10：00〜 13：00 
日吉キャンパス来往舎小会議室

【HAPP】新入生歓迎行事 メイクで探求する個性 
自分を引き立たせる技と心

12月13日（金）16：30〜18：30　日吉キャンパス来往舎大会議室
【HAPP】日吉音楽祭2024 室内楽・ 

ピアノマラソンコンサート
12月21日（土）14：00〜 

日吉キャンパス協生館 藤原洋記念ホール
【学会・ワークショップ等開催支援】 

国際フレームネットワークショップ2025
2025年３月７日（金）〜８日（土）

日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース
【選書刊行記念企画】著書と読むセンター選書 

第４回 若澤佑典
日時未定　日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【学会・ワークショップ等開催支援】第25回英詩研究会 
（研究発表および「英詩と風景」シンポジウム）
９月28日（土）13：10〜18：00　日吉キャンパス来往舎大会議室

【情報の教養学】第５回：大澤博隆 
「情報工学から想像学へ：ヒューマンエージェントイン
タラクションから物語応用までの系譜」
10月16日（水）16：30〜 18：00 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【HAPP】古楽トークコンサート 
スペイン中世音楽の楽しみ
10月22日（火）15：00〜 16：30 
日吉図書館地下１階AVホール

【学会・ワークショップ等開催支援】 
スペイン史学会第45回大会
10月27日（日）13：00〜18：00 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【創造力とコミュニティ研究会26】 
社会課題をアートで解決するグローバルアートチーム
LITTLE ARTISTS LEAGUEの全て
10月29日（火）18：30〜 20：00　カドベヤ

【創造力とコミュニティ研究会27】ヨコハマ喫茶去
11月５日（火）18：30〜 20：00　カドベヤ

【学会・ワークショップ等開催支援】 
第19回日本応用老年学会大会
11月９日（土）〜 10日（日）　
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース／協生館 藤原洋記念ホール

【HAPP】ライブラリーコンサート
11月11日（月）①13：45〜　②15：00〜 
日吉図書館地下１階AVホール

【基盤研究】文理連接プロジェクト第５回 
ワークショップ３　中間発表２
11月23日（土）　日吉キャンパス来往舎103・104

【情報の教養学】第６回：北村崇師「なぜ AI は差別社
会を作ってしまうのか？～問題と防止策について～」
12月18日（水）　日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【学会・ワークショップ等開催支援】 
国際シンポジウム「日本映画のモダニティ」（仮題）
2025年１月13日（月・祝）　オンライン開催

【基盤研究】文理連接プロジェクト第６回 
ワークショップ４　最終発表
2025年２月28日（金）　日吉キャンパス来往舎103・104

渋谷サクラステージの「壁」11
月

10
月

９
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※活動予定は中止・延期・変更となる可能性があります。

基盤研究
教養研究講演会　no.10
「宗教の中国化」政策：文化的レトリックと統治戦略

【講師】汲　　喆（フランス東洋言語文化学院社会学教授）
【司会】酒井規史（商学部准教授）
【通訳】山下一夫（理工学部教授）
【企画】小菅隼人（理工学部教授）

　宗教は人々の生き方を支える精神的な土台であり、これ
を理解することは教養の重要な部分を占めています。基盤
研究では過去にキリスト教についての講演会を開催しまし
たが、その後アジアの宗教も取り上げようと計画していた
ところ、フランスの中国系研究者である汲喆（Ji�Zhe、
ジー・ジャー）先生が来日されることを知り、先生と面識
のあった所員が交渉して、現代中国の宗教について講演し

ていただきました。汲喆先生は
1974年に中国で生まれ、渡仏して
フランス社会科学高等研究院
（EHESS）で博士号を取得し、現
在はフランス東洋言語文化学院
（INALCO）の教授として、近現代漢伝仏教や宗教グロー
バリズムなどを研究しています。講演は、現在の中国で漢
伝仏教・チベット仏教・道教・キリスト教・イスラム教な
どの宗教がどのような状況にあるかを、政策との関係で解
き明かすというもので、学内外の多くの参加者と活潑な議
論が交わされ、大変充実した講演会となりました。
� （山下一夫）

読書会「晴読雨読」アイデアの系譜学
教室と部室の間の＜サード・プレイス＞を目指して
　本とアイデアを持ち寄る読書会も、２年目に突入しまし
た。24年度上半期は、特別企画「対話！対決！対照！片山
教養研究センター所長と若澤所員が喋り倒す！」を含め、
５回のイベントを実施しました。本対談では、会場の大会
議室が学生や教員の参加者で満杯になり、主催者として嬉
しい悲鳴を上げました。通常回では、毎回10名～ 20名程
度の参加があり、和気あいあいとした「お喋り」が続く回
もあれば、研究者同士で「論戦」になることもあり、ある
いは10代の学生の語りを「世代を超えて傾聴する」場にな
ることもあり、その様相は変幻自在です。授業よりはフ
ラットで、部活よりはアカデミックな、いわば大学キャン

パスの「第三の場」を志向して、引き続き企画運営を行っ
ていきます。編集遊戯、分解と発酵の思考術、かたち学、
舞台上で踊る思考、といったように、毎回のタイトルはど
こか謎めいたもの
を、しかし同時に、
一つの知の世界を
構成するようなフ
レーズを心がけて
います。
� （若澤佑典）

文理連接プロジェクト

　2024年度の「文理連接研究会」は、「人工」を新たな共
通テーマとして定め、３回のゲスト講演と４回のワーク
ショップを予定しています（３回目のゲスト講演と１回目
のワークショップは同日に開催しました）。昨年まで年に
10回程度行ってきた小規模の研究会の回数を減らし、その
分、終日開催のワークショップの回数を増やして、活動を
より集中的なものにしました。
　年度末までに論考集『連接』第３号（2025年４月発行予
定）への掲載論文を作成することを前提に、８月２日に計
画発表（10名が発表）、９月28日と11月23日に中間発表、
２月28日に最終発表を行い、文理を跨ぐ異なる分野の研究
者たちが自由に議論をし、大いに触発し合います。

　研究会の活動につい
ては随時ブログで公
開・更新しており、
2022年度、2023年度の成果である『連接』第１号、第２号
も閲覧できます（https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/bunri/）。
研究会への参加は基本的に研究者・教員に限定しています
が、前提知識が必要なわけではないので、どなたでも気軽
にご参加いただけます。関心のある方は、ぜひご連絡くだ
さい。� （荒金直人）

※�写真は藤原慶（理工学部准教授）の講演
　「生命科学・化学にみられる多様な階層の人工細胞」

２
月

2024年度 慶應義塾大学教養研究センター主催  基盤研究 教養研究講演会 no．10

日時：2024年7月23日（火）16：30～18：30
場所：慶應義塾大学日吉キャンパス大会議室
対象：研究者・塾生・教職員・塾員 ★入場無料・予約不要★

お問い合わせ：toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

  「宗教の中国化」政策
文化的レトリックと統治戦略
「中国化」は習近平政権における宗教政策の中心的概念であるが、その内
容は曖昧かつ複雑で、政治的意味と文化的意味の両方を含んでいる。この
政策は、まずは近年における中国政府とキリスト教・イスラム教・チベット仏教
などの「外来宗教」の一部の信者との間の緊張関係と、権力側が民族主義
的感情と文化特殊主義的論述を動員して統治戦略の正当化を図ろうとして
いることを反映している、と言える。
しかし、より長期的な視点に立てば、この政策の目標は中国共産党の支配
体制における政治と宗教との関係の基本的な規範を再確認し、宗教問題
や民族問題における中央権力の絶対的な権威を再構築することにある。
今回の講演では、まず百年来の中国共産党の宗教政策の変遷をふり返っ
たあと、「宗教の中国化」政策の言説の構築過程とその内容について考察を
行い、さらにこの政策の宣伝と実施についての簡単な説明と評価を行う。

講演者：汲喆（Ji Zhe、ジー・ジャー）

司会 ： 小野　文（理工学部教授）
通訳 ： 山下一夫（理工学部教授）

1974年生。フランス東洋言語文化学院（INALCO）社会学教授。
2007年にフランス社会科学高等研究院（EHESS）で博士号を取得。専門は近現代漢伝仏
教、宗教グローバリズム、宗教社会学理論、フランス中国学。
著書に“Religion, modernite et temporalite: une sociologie du bouddhisme 
chan contemporain”（宗教・近代性・時間性：現代における禅宗の社会学）、編著に『二
十世紀中国仏教的両次復興』（二十世紀における中国仏教の二度の復興／Daniela 
Campo、王啓元との共編）、“Making Saints in Modern China”（近代中国における
成道／David Ownby、Vincent Goossaertとの共編）、“Buddhism after Mao: 
Negotiations, Continuities, and Reinventions”（ポスト毛沢東時代の仏教：交渉・
継続・再発明／Gareth Fisher、Andre Laliberteとの共編）、『現代世界的思想者：斉美
爾研究輯選』（近代世界の思考者：ジンメル研究選集／任強との共編）。
またデュルケーム『宗教生活の基本形態』（渠敬東との共訳）、モース『贈与論』、デュルケー
ム＆モース『分類の若干の未開形態について』など、フランス・アナール学派の重要な著作の
中国語訳も行っている。

講演言語：中国語（日本語通訳有）

2024 年度教養研究センター主催読書会　晴読雨読
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問い合わせ：
toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

若澤佑典文学部助教
（日吉・英語）　　　　　

4月26日（金）

１7： 30 ～
１8 ： 30　（予定）

※途中入退室可

場所 ：日吉キャンパス

来往舎小会議室

対象 ： 塾生・ 教職員　

★事前登録不要

アイデアの系譜学⑥

【概要】

「アイデアの系譜学」読書会とは…
「アイデアの歴史」（History of Ideas）という学問分野を参照
しつつ、発想の生成・循環・変容をテーマに「あれこれ喋る」、
書籍持ち寄り型の会になります。前回からの継続参加、今回のみ
の単発参加の両方を歓迎します。日吉の１～２年生だけでなく、
三田の上級生、湘南藤沢や信濃町からの参加、時には高校生や教
員たちの「往来がある」ことが本会の特徴です。当日、どんな流
れになるかは、集まってみるまで主催者も分かりません。「創造
的な混沌」を目指す場です！

未知との遭遇、アイデアを閃く瞬間は、授業教室の外にも溢れて
います。本企画では、金曜の夕方に学生と教員で集まって、最近
気になっている本、思いついたアイデアについて、あれこれ喋る
トーク・セッションを行います。今回は「編集の知」を出発テー
マに設定し、言葉を並べて組み替える楽しみ、アイデアの変換方
法などについて、あれこれお喋りをしてみたいと思います。かつ
て慶應に学び、図書館に籠って、博物学探究に耽溺した知の巨人
荒俣宏の遊戯的思考法についても言及します。テーマから連想す
る書籍やキーワードの持ち寄り、あるいは「編集について語りた
い～」といったエピソード披露など、ワイワイお話ができればと
思います。

問い合わせ先 ： toiawase-lib@adst.keio.ac.jp
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秀 
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学
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教養研究センター主催 読書会 晴読雨読 アイデアの系譜学 第 8 回 スペシャル対談企画

日時 ：7月 5日 （金） 15 ： 00 ～17： 30 （途中入退室可・ 予約不要）

場所 ： 日吉キャンパス来往舎 2F 大会議室／対象 ： 塾生 ・ 教職員　
※他キャンパス所属の学部・大学院生、一貫校の高校生のみなさんも歓迎します！

対談 1 ： 日吉という文芸共和国  15 ： 00 ～ 16 ： 00

対談 2 ： 博覧強記の思想史実践 16 ： 30 ～ 17 ： 30

2023年6月に始まった「本とアイデアを持ち寄って喋る会」＝アイデアの系譜学読書会ですが、今回
で１周年を迎えます。そんなアニバーサリーを祝して、今回は教養研究センターの片山杜秀所長をお
招きし、対談形式＝トークショーで実施します。日吉教員の中でもモーレツに喋りまくる二人がそろった
とき、どんなトークの化学反応（爆発？）が起こるのか、みなさま、その目撃者となってください。
片山所長は新著『大楽必易：わたくしの伊福部昭伝』、若澤所員も新著『文芸共和国の歩き方：書棚
を遊歩するためのキーワード集』を持参し、自著を出発点にして文芸の愉しさ、日吉という場の魅力、
リベラル・アーツの悲喜交々、思想史という営みについて、「喋り倒したい」と思います。

（休憩 ・ 歓談）　　　　16 ： 00 ～ 16 ： 30

　　　　　   対話！対決！対照！
  片山教養研究センター所長と若澤所員が喋り倒す！

情報の教養学（2024年度春学期）
　2024年度春学期の「情報の教養学」では、４件の講演を
実施しました。まず、高橋直大氏（AtCoder（株）代表取
締役社長）は、アルゴリズムを解説しました。アルゴリズ
ムの例をいくつか紹介した上で、それで何が可能になるの
か、また機械学習やAIとのすみ分けについて議論しまし
た。
　次に、福井健策氏（弁護士）は、デジタルアーカイブを
とりあげました。アニメ、文庫本、放送台本などを例とし
てとりあげ、国内外の取り組み、著作権から見た許諾・非
許諾のアーカイブ活動、そして、日本における政策提言を
紹介しました。
　３件目では、大黒岳彦氏（明治大学教授）は、「情報」
という言葉に着目しました。昔は役に立つ知らせであった
のに対し、情報科学が発展するにつれて、パターンとして
とらえられ、2000年に入ると意味を欠いた単なる大量の
データとなり、そして近年はその無意味なデータから意味
を見出そうとしている流れを解説しました。

　最後に、伊藤
公平塾長は、慶
應義塾と米国
CMUと のAIの
パートナーシッ
プの話、教育に
おいてAIをど
のように応用で
きるか、人口減
少が起きる今後
において大学教
育がどうあるべ
きなのかについ
て議論しました。
　いずれの講演も参加者は興味深く聴講し、質疑も活発で
した。秋学期は、２件の講演を実施する予定です。
� （高田眞吾）

学習相談
　昨年度に引き続き今年の春学期も多くの相談をお受けす
ることが出来ました。
　例年春学期は秋学期に比べて相談件数が多い傾向にあり
ますが、この理由としましては経験の浅い新入生を中心に、
大学で課される注などを含んだ本格的なレポート課題に戸
惑われている方が多いからではないでしょうか。新しく大
学生活を始めるにあたって、不慣れな履修や課題提出のシ
ステムに混乱したり、環境の変化も相まって不安を感じら
れているような方も見受けられました。
　そこで今年は企画として相談員との座談会を開催し、
レポート作成の補助の枠組みを超えて様々な悩みや不安に

ついてある程度、解消の手助け
をすることが出来たのではない
かと考えています。
　ピア・メンターの意味、“同
じ立場”である学生に相談を行
える機会は大学内でも意外と少
ないように感じるので、今後も
貴重な機会であり続けられたら
良いなと感じております。
� （中山翔琉　理工学部機械工学科３年）

学習相談

◆◆実実施施日日時時 44月月1155日日((月月))～～77月月2266日日((金金)) 毎毎週週平平日日午午後後

◆◆場場所所 日日吉吉図図書書館館11階階ススタタデディィササポポーートト
カカウウンンタターーへへ直直接接おお越越ししくくだだささいい((WWEEBBかかららのの予予約約もも可可能能でですす))

22002244..  44

学学部部生生やや大大学学院院生生のの
相相談談員員がが同同じじ学学生生目目線線でで
アアドドババイイススししまますす！！

レレポポーートトのの構構成成がが決決ままららなないい……
参参考考文文献献のの書書きき方方がが分分かかららなないい……
授授業業課課題題ののややりり方方がが分分かかららなないい……
伝伝わわるるププレレゼゼンンっってて？？

問問いい合合わわせせ：：日日吉吉メメデディィアアセセンンタターー hhmmcc--rreeff--ggrroouupp@@kkeeiioo..jjpp
hhttttppss::////lliibbgguuiiddeess..lliibb..kkeeiioo..aacc..jjpp//hhyyss__ssttuuddyyaaddvviiccee

共共催催：：教教養養研研究究セセンンタターー・・日日吉吉メメデディィアアセセンンタターー・・日日吉吉学学生生部部

勉強のお悩み

で相談してみませんか？

学学習習相相談談
WWeebbササイイトト
予予約約ももここちち
ららかからら

学習相談員による新生活応援座談会
　日吉メディアセンターでは学部１年生向けの座談会が
開催されました。初回は５月８日、大雨にもかかわらず
４名の学生が参加し、続く５月14日には、10名の学生が
集まりました。
　座談会は２部構成となっており、前半は学習相談員４
名による学業とプライベートの両立方法についてのディ
スカッション、後半では学習相談員が参加者の相談に対
応しました。相談パートでは参加者からはレポートの書
き方やゼミの選び方など多岐にわたる質問が寄せられ、
予定の30分を大幅に超えて１時間近い時間が費やされま

した。
　学習相談員としてはコロナ禍
以来、初めての対面イベントで
あり、探り探りの雰囲気でした
が、想定よりも多くの参加者が
集まった事で学習相談の周知に
繋がったと考えています。次回
の座談会企画にあたっては開催
時期やテーマの選定の再検討を
行いたいです。
� （米満優希　法学部政治学科４年）
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巻頭言	

特集Ⅰ	 「基盤研究」「読書会」

特集Ⅱ	 「情報の教養学」「学習相談」

特集Ⅲ	 【教養研究センター	実験授業／設置科目】	
	 庄内セミナー /日吉学／生命の教養学／エンターテインメントビジネス論／身体知

特集Ⅳ	 「日吉行事企画委員会（HAPP）企画」

特集Ⅴ	 「日吉キャンパス公開講座」「みなさんmiraiプロジェクト」

	 「創造力とコミュニティ研究会」

活動予定

私の○○自慢

Contents

そういえば、渋谷

教養研究センター副所長

三原龍太郎（経済学部）
Ryotaro Mihara

　「そういえば昔、渋谷に住んでいたんだよな」ということを
唐突に思い出しました。今から25年くらい前、大学学部の最初
の２年間、南平台にある学生寮に下宿していたことを。学部後
半は駒場に住み、就職後も東横線が通勤ルートだったので、渋
谷はその後もしばらくは自分のターミナル駅でした。
　「そういえば今、渋谷ってすごく変わっているんだよな」と
いうことも併せて思い出しました。留学やら転職やらでしばら
く行かないでいる間に大規模再開発が進行して、渋谷はどうや
ら当時とはかなり様変わりしているらしいということを。
　現在の渋谷は当時の思い出の渋谷からどれくらい変わってい
るのだろう？この「リサーチクエスチョン」に答えるべく、週
末を利用して渋谷の「思い出スポット」をめぐる「フィールド
ワーク」を敢行しました。
　南平台の学生寮には渋谷駅の現在の西口からセルリアンタ
ワーの辺りを通って帰っていたので、今回もそのルートを辿ろ
うとしました。ところが西口エリア全体が壮大な解体工事の
真っ最中で、当時の駅施設がほとんど取り壊されてしまってい
たため初手から躓きました。思い出スポット、早くも消失。
　気を取り直して進み、帰寮ルートの途中だった桜丘の下り坂
の上に立ってみると、はるか先の空には当時存在していなかっ
たタワーマンションがニョッキリと生えています。坂を下り
きって、桜丘郵便局から渋谷駅の方面を見やると、これまた当
時はなかった渋谷サクラステージの巨大なビルが壁のように屹
立して坂の上の雲ならぬ空を遮っています。途中にあった小学

校はいつの間にかなくなり「渋谷区文化総合センター大和田」
というやはり高層の建物に変わっていました。セルリアンタ
ワーも渋谷ヒカリエもそうですが、建て替えや街区整備で足元
の道が随分と広く歩きやすくなった反面、目線よりも上の空は
以前よりも「抜け」なくなっているようです。
　「地下」も変わっていました。地下の食品売り場で１パック
数百円のお総菜を買っていた東急プラザ渋谷はずいぶんと煌び
やかな建物になり、地下１階は「防災センター」なるものに
なっていて一般客が入れない仕様になっていました（現在の住
民はお惣菜をどこで買っているのでしょうか？）。雑貨屋やハ
ンコ屋のような小さなお店がたくさん並び、そこの店主の一人
が飼っていたとおぼしき白い子犬がチョロチョロと歩き回って
いた「しぶちか」もずいぶんと整然とした地下道になり、
チェーン店も入っていました（あの子犬はどこへ行ってしまっ
たのでしょうか？）。
　「食」も変わっていました。赤ん坊の頃から家族ぐるみで
通っている神戸牛鉄板焼のお店はマスターが代替わりし、寮生
の頃に通っていたセンター街のインドカレー 1,000円食べ放題
レストランはなくなっていました。就職してから通った渋谷川
沿いの背脂醤油ラーメンの店主が亡くなりあのラーメンを未来
永劫味わうことができなくなってしまったかと思えば、その後
留学した先のボストンで味を覚えたが日本では食べられないだ
ろうと諦めていたアメリカのロブスターロールが公園通りで食
べられるようになっていました。
　私は都市論の専門家ではありませんが、記憶、五感、資本と
いった要素が絡まりあい、そこに時間という推進剤が複雑にし
かし確実に作用しながら渋谷という空間が形作られているのだ
なと実感できた「フィールドワーク」でした。
　聞けば友人はお子さんを桜丘方面の保育園に通わせているそ
うです。私にとっての「変わってしまった渋谷」は、その子に
とっての「思い出の渋谷」になっていくのでしょうか。Newsletter
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私のランニング自慢

昨年からランニングを始め、そろそろ一年が経過します。当初は、腰痛防止や体力増進の目的で週に1度ゆっくり
走るくらいだったのですが、意外とはまってしまい、今では２日に１回はジムのトレッドミルで45分ほどラン

ニングしています。始めたときは距離を伸ばしたり、タイムを上げたりすることは、一切想定していなかったのです
が、最近では効率の良い走り方を知るためにYouTubeでランニングの動画を見るうちに、陸上の長距離選手の走り
に憧れるようになり、フォームを改善して、もっといい走りがしたいという欲が
出てきました。
　こうした表向きの理由はさておき、もう一つランニングにはまった理由があり
ます。それは走りながら見るNetflixやAmazonPrimeなどの動画サイトです。大
好きな洋画を見たり、話題になった海外ドラマを見たりと、走る時間を利用して
映像作品を見るのが大きな楽しみになっています。映画であればいいシーンが終
わるまで、ドラマならば一話を見終わるまで、と自分に言い聞かせることで、ト
レーニング終盤のつらい時間もやり過ごせるような気がします。
　また、思い切って今年秋には初めてハーフマラソンに挑戦することにしまし
た。その練習でも動画サイトがきっといい相棒になってくれそうです。
� （理工学部　山口早苗）

　

【基盤研究】文理連接プロジェクト第４回 
ワークショップ２ 中間発表１

９月28日（土）13：00〜17：30　日吉キャンパス来往舎103・104
【日吉キャンパス公開講座】「際（きわ）」

１回目：10月５日（土）、２回目：10月26日（土） 
３回目：11月２日（土）、４回目：11月16日（土） 

５回目：11月30日（土） 
13：00〜 16：15　日吉キャンパスD101教室

【「学び場」プロジェクト】
10月14日（月）〜 2025年１月24日（金） 

日吉図書館１階スタディサポート
【HAPP】HAPPO STYROL INSTALLATION

11月５日（火）〜11月18日（月）　日吉キャンパス第５校舎跡地
【学会・ワークショップ等開催支援】 

慶應義塾大学体育研究所・（公社）全国大学体育連合 
関東支部共催ワークショップ「ルーブリック作成と 
活用を考える ワークショップ&ディスカッション」

11月９日（土）14：00〜18：00　日吉キャンパス スポーツ棟
【読書会】「晴読読雨」第11回：若澤佑典 

「〇〇学」エトセトラ　しっぽ学?きのこ学?
11月11日（月）17：00〜 18：00 
日吉キャンパス来往舎小会議室

【教養の一貫教育vol.10】舞踏家・上杉満代による舞踏
ワークショップ「呼吸を遊び 体と遊び 床を踏む！」

11月20日（水）15：15〜 17：30
慶應義塾高等学校 日吉協育棟 日吉協育ホール
【読書会】「晴読読雨」第12回：若澤佑典

12月７日（土）10：00〜 13：00 
日吉キャンパス来往舎小会議室

【HAPP】新入生歓迎行事 メイクで探求する個性 
自分を引き立たせる技と心

12月13日（金）16：30〜18：30　日吉キャンパス来往舎大会議室
【HAPP】日吉音楽祭2024 室内楽・ 

ピアノマラソンコンサート
12月21日（土）14：00〜 

日吉キャンパス協生館 藤原洋記念ホール
【学会・ワークショップ等開催支援】 

国際フレームネットワークショップ2025
2025年３月７日（金）〜８日（土）

日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース
【選書刊行記念企画】著書と読むセンター選書 

第４回 若澤佑典
日時未定　日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【学会・ワークショップ等開催支援】第25回英詩研究会 
（研究発表および「英詩と風景」シンポジウム）
９月28日（土）13：10〜18：00　日吉キャンパス来往舎大会議室

【情報の教養学】第５回：大澤博隆 
「情報工学から想像学へ：ヒューマンエージェントイン
タラクションから物語応用までの系譜」
10月16日（水）16：30〜 18：00 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【HAPP】古楽トークコンサート 
スペイン中世音楽の楽しみ
10月22日（火）15：00〜 16：30 
日吉図書館地下１階AVホール

【学会・ワークショップ等開催支援】 
スペイン史学会第45回大会
10月27日（日）13：00〜18：00 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【創造力とコミュニティ研究会26】 
社会課題をアートで解決するグローバルアートチーム
LITTLE ARTISTS LEAGUEの全て
10月29日（火）18：30〜 20：00　カドベヤ

【創造力とコミュニティ研究会27】ヨコハマ喫茶去
11月５日（火）18：30〜 20：00　カドベヤ

【学会・ワークショップ等開催支援】 
第19回日本応用老年学会大会
11月９日（土）〜 10日（日）　
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース／協生館 藤原洋記念ホール

【HAPP】ライブラリーコンサート
11月11日（月）①13：45〜　②15：00〜 
日吉図書館地下１階AVホール

【基盤研究】文理連接プロジェクト第５回 
ワークショップ３　中間発表２
11月23日（土）　日吉キャンパス来往舎103・104

【情報の教養学】第６回：北村崇師「なぜ AI は差別社
会を作ってしまうのか？～問題と防止策について～」
12月18日（水）　日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【学会・ワークショップ等開催支援】 
国際シンポジウム「日本映画のモダニティ」（仮題）
2025年１月13日（月・祝）　オンライン開催

【基盤研究】文理連接プロジェクト第６回 
ワークショップ４　最終発表
2025年２月28日（金）　日吉キャンパス来往舎103・104

渋谷サクラステージの「壁」11
月

10
月

９
月

12
月

※活動予定は中止・延期・変更となる可能性があります。

基盤研究
教養研究講演会　no.10
「宗教の中国化」政策：文化的レトリックと統治戦略

【講師】汲　　喆（フランス東洋言語文化学院社会学教授）
【司会】酒井規史（商学部准教授）
【通訳】山下一夫（理工学部教授）
【企画】小菅隼人（理工学部教授）

　宗教は人々の生き方を支える精神的な土台であり、これ
を理解することは教養の重要な部分を占めています。基盤
研究では過去にキリスト教についての講演会を開催しまし
たが、その後アジアの宗教も取り上げようと計画していた
ところ、フランスの中国系研究者である汲喆（Ji�Zhe、
ジー・ジャー）先生が来日されることを知り、先生と面識
のあった所員が交渉して、現代中国の宗教について講演し

ていただきました。汲喆先生は
1974年に中国で生まれ、渡仏して
フランス社会科学高等研究院
（EHESS）で博士号を取得し、現
在はフランス東洋言語文化学院
（INALCO）の教授として、近現代漢伝仏教や宗教グロー
バリズムなどを研究しています。講演は、現在の中国で漢
伝仏教・チベット仏教・道教・キリスト教・イスラム教な
どの宗教がどのような状況にあるかを、政策との関係で解
き明かすというもので、学内外の多くの参加者と活潑な議
論が交わされ、大変充実した講演会となりました。
� （山下一夫）

読書会「晴読雨読」アイデアの系譜学
教室と部室の間の＜サード・プレイス＞を目指して
　本とアイデアを持ち寄る読書会も、２年目に突入しまし
た。24年度上半期は、特別企画「対話！対決！対照！片山
教養研究センター所長と若澤所員が喋り倒す！」を含め、
５回のイベントを実施しました。本対談では、会場の大会
議室が学生や教員の参加者で満杯になり、主催者として嬉
しい悲鳴を上げました。通常回では、毎回10名～ 20名程
度の参加があり、和気あいあいとした「お喋り」が続く回
もあれば、研究者同士で「論戦」になることもあり、ある
いは10代の学生の語りを「世代を超えて傾聴する」場にな
ることもあり、その様相は変幻自在です。授業よりはフ
ラットで、部活よりはアカデミックな、いわば大学キャン

パスの「第三の場」を志向して、引き続き企画運営を行っ
ていきます。編集遊戯、分解と発酵の思考術、かたち学、
舞台上で踊る思考、といったように、毎回のタイトルはど
こか謎めいたもの
を、しかし同時に、
一つの知の世界を
構成するようなフ
レーズを心がけて
います。
� （若澤佑典）

文理連接プロジェクト

　2024年度の「文理連接研究会」は、「人工」を新たな共
通テーマとして定め、３回のゲスト講演と４回のワーク
ショップを予定しています（３回目のゲスト講演と１回目
のワークショップは同日に開催しました）。昨年まで年に
10回程度行ってきた小規模の研究会の回数を減らし、その
分、終日開催のワークショップの回数を増やして、活動を
より集中的なものにしました。
　年度末までに論考集『連接』第３号（2025年４月発行予
定）への掲載論文を作成することを前提に、８月２日に計
画発表（10名が発表）、９月28日と11月23日に中間発表、
２月28日に最終発表を行い、文理を跨ぐ異なる分野の研究
者たちが自由に議論をし、大いに触発し合います。

　研究会の活動につい
ては随時ブログで公
開・更新しており、
2022年度、2023年度の成果である『連接』第１号、第２号
も閲覧できます（https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/bunri/）。
研究会への参加は基本的に研究者・教員に限定しています
が、前提知識が必要なわけではないので、どなたでも気軽
にご参加いただけます。関心のある方は、ぜひご連絡くだ
さい。� （荒金直人）

※�写真は藤原慶（理工学部准教授）の講演
　「生命科学・化学にみられる多様な階層の人工細胞」

２
月

2024年度 慶應義塾大学教養研究センター主催  基盤研究 教養研究講演会 no．10

日時：2024年7月23日（火）16：30～18：30
場所：慶應義塾大学日吉キャンパス大会議室
対象：研究者・塾生・教職員・塾員 ★入場無料・予約不要★

お問い合わせ：toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

  「宗教の中国化」政策
文化的レトリックと統治戦略
「中国化」は習近平政権における宗教政策の中心的概念であるが、その内
容は曖昧かつ複雑で、政治的意味と文化的意味の両方を含んでいる。この
政策は、まずは近年における中国政府とキリスト教・イスラム教・チベット仏教
などの「外来宗教」の一部の信者との間の緊張関係と、権力側が民族主義
的感情と文化特殊主義的論述を動員して統治戦略の正当化を図ろうとして
いることを反映している、と言える。
しかし、より長期的な視点に立てば、この政策の目標は中国共産党の支配
体制における政治と宗教との関係の基本的な規範を再確認し、宗教問題
や民族問題における中央権力の絶対的な権威を再構築することにある。
今回の講演では、まず百年来の中国共産党の宗教政策の変遷をふり返っ
たあと、「宗教の中国化」政策の言説の構築過程とその内容について考察を
行い、さらにこの政策の宣伝と実施についての簡単な説明と評価を行う。

講演者：汲喆（Ji Zhe、ジー・ジャー）

司会 ： 小野　文（理工学部教授）
通訳 ： 山下一夫（理工学部教授）

1974年生。フランス東洋言語文化学院（INALCO）社会学教授。
2007年にフランス社会科学高等研究院（EHESS）で博士号を取得。専門は近現代漢伝仏
教、宗教グローバリズム、宗教社会学理論、フランス中国学。
著書に“Religion, modernite et temporalite: une sociologie du bouddhisme 
chan contemporain”（宗教・近代性・時間性：現代における禅宗の社会学）、編著に『二
十世紀中国仏教的両次復興』（二十世紀における中国仏教の二度の復興／Daniela 
Campo、王啓元との共編）、“Making Saints in Modern China”（近代中国における
成道／David Ownby、Vincent Goossaertとの共編）、“Buddhism after Mao: 
Negotiations, Continuities, and Reinventions”（ポスト毛沢東時代の仏教：交渉・
継続・再発明／Gareth Fisher、Andre Laliberteとの共編）、『現代世界的思想者：斉美
爾研究輯選』（近代世界の思考者：ジンメル研究選集／任強との共編）。
またデュルケーム『宗教生活の基本形態』（渠敬東との共訳）、モース『贈与論』、デュルケー
ム＆モース『分類の若干の未開形態について』など、フランス・アナール学派の重要な著作の
中国語訳も行っている。

講演言語：中国語（日本語通訳有）

2024 年度教養研究センター主催読書会　晴読雨読
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問い合わせ：
toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

若澤佑典文学部助教
（日吉・英語）　　　　　

4月26日（金）

１7： 30 ～
１8 ： 30　（予定）

※途中入退室可

場所 ：日吉キャンパス

来往舎小会議室

対象 ： 塾生・ 教職員　

★事前登録不要

アイデアの系譜学⑥

【概要】

「アイデアの系譜学」読書会とは…
「アイデアの歴史」（History of Ideas）という学問分野を参照
しつつ、発想の生成・循環・変容をテーマに「あれこれ喋る」、
書籍持ち寄り型の会になります。前回からの継続参加、今回のみ
の単発参加の両方を歓迎します。日吉の１～２年生だけでなく、
三田の上級生、湘南藤沢や信濃町からの参加、時には高校生や教
員たちの「往来がある」ことが本会の特徴です。当日、どんな流
れになるかは、集まってみるまで主催者も分かりません。「創造
的な混沌」を目指す場です！

未知との遭遇、アイデアを閃く瞬間は、授業教室の外にも溢れて
います。本企画では、金曜の夕方に学生と教員で集まって、最近
気になっている本、思いついたアイデアについて、あれこれ喋る
トーク・セッションを行います。今回は「編集の知」を出発テー
マに設定し、言葉を並べて組み替える楽しみ、アイデアの変換方
法などについて、あれこれお喋りをしてみたいと思います。かつ
て慶應に学び、図書館に籠って、博物学探究に耽溺した知の巨人
荒俣宏の遊戯的思考法についても言及します。テーマから連想す
る書籍やキーワードの持ち寄り、あるいは「編集について語りた
い～」といったエピソード披露など、ワイワイお話ができればと
思います。

問い合わせ先 ： toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

片
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杜
秀 

法
学
部
教
授
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佑
典 

文
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部
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教養研究センター主催 読書会 晴読雨読 アイデアの系譜学 第 8 回 スペシャル対談企画

日時 ：7月 5日 （金） 15 ： 00 ～17： 30 （途中入退室可・ 予約不要）

場所 ： 日吉キャンパス来往舎 2F 大会議室／対象 ： 塾生 ・ 教職員　
※他キャンパス所属の学部・大学院生、一貫校の高校生のみなさんも歓迎します！

対談 1 ： 日吉という文芸共和国  15 ： 00 ～ 16 ： 00

対談 2 ： 博覧強記の思想史実践 16 ： 30 ～ 17 ： 30

2023年6月に始まった「本とアイデアを持ち寄って喋る会」＝アイデアの系譜学読書会ですが、今回
で１周年を迎えます。そんなアニバーサリーを祝して、今回は教養研究センターの片山杜秀所長をお
招きし、対談形式＝トークショーで実施します。日吉教員の中でもモーレツに喋りまくる二人がそろった
とき、どんなトークの化学反応（爆発？）が起こるのか、みなさま、その目撃者となってください。
片山所長は新著『大楽必易：わたくしの伊福部昭伝』、若澤所員も新著『文芸共和国の歩き方：書棚
を遊歩するためのキーワード集』を持参し、自著を出発点にして文芸の愉しさ、日吉という場の魅力、
リベラル・アーツの悲喜交々、思想史という営みについて、「喋り倒したい」と思います。

（休憩 ・ 歓談）　　　　16 ： 00 ～ 16 ： 30

　　　　　   対話！対決！対照！
  片山教養研究センター所長と若澤所員が喋り倒す！

情報の教養学（2024年度春学期）
　2024年度春学期の「情報の教養学」では、４件の講演を
実施しました。まず、高橋直大氏（AtCoder（株）代表取
締役社長）は、アルゴリズムを解説しました。アルゴリズ
ムの例をいくつか紹介した上で、それで何が可能になるの
か、また機械学習やAIとのすみ分けについて議論しまし
た。
　次に、福井健策氏（弁護士）は、デジタルアーカイブを
とりあげました。アニメ、文庫本、放送台本などを例とし
てとりあげ、国内外の取り組み、著作権から見た許諾・非
許諾のアーカイブ活動、そして、日本における政策提言を
紹介しました。
　３件目では、大黒岳彦氏（明治大学教授）は、「情報」
という言葉に着目しました。昔は役に立つ知らせであった
のに対し、情報科学が発展するにつれて、パターンとして
とらえられ、2000年に入ると意味を欠いた単なる大量の
データとなり、そして近年はその無意味なデータから意味
を見出そうとしている流れを解説しました。

　最後に、伊藤
公平塾長は、慶
應義塾と米国
CMUと のAIの
パートナーシッ
プの話、教育に
おいてAIをど
のように応用で
きるか、人口減
少が起きる今後
において大学教
育がどうあるべ
きなのかについ
て議論しました。
　いずれの講演も参加者は興味深く聴講し、質疑も活発で
した。秋学期は、２件の講演を実施する予定です。
� （高田眞吾）

学習相談
　昨年度に引き続き今年の春学期も多くの相談をお受けす
ることが出来ました。
　例年春学期は秋学期に比べて相談件数が多い傾向にあり
ますが、この理由としましては経験の浅い新入生を中心に、
大学で課される注などを含んだ本格的なレポート課題に戸
惑われている方が多いからではないでしょうか。新しく大
学生活を始めるにあたって、不慣れな履修や課題提出のシ
ステムに混乱したり、環境の変化も相まって不安を感じら
れているような方も見受けられました。
　そこで今年は企画として相談員との座談会を開催し、
レポート作成の補助の枠組みを超えて様々な悩みや不安に

ついてある程度、解消の手助け
をすることが出来たのではない
かと考えています。
　ピア・メンターの意味、“同
じ立場”である学生に相談を行
える機会は大学内でも意外と少
ないように感じるので、今後も
貴重な機会であり続けられたら
良いなと感じております。
� （中山翔琉　理工学部機械工学科３年）

学習相談

◆◆実実施施日日時時 44月月1155日日((月月))～～77月月2266日日((金金)) 毎毎週週平平日日午午後後

◆◆場場所所 日日吉吉図図書書館館11階階ススタタデディィササポポーートト
カカウウンンタターーへへ直直接接おお越越ししくくだだささいい((WWEEBBかかららのの予予約約もも可可能能でですす))

22002244..  44

学学部部生生やや大大学学院院生生のの
相相談談員員がが同同じじ学学生生目目線線でで
アアドドババイイススししまますす！！

レレポポーートトのの構構成成がが決決ままららなないい……
参参考考文文献献のの書書きき方方がが分分かかららなないい……
授授業業課課題題ののややりり方方がが分分かかららなないい……
伝伝わわるるププレレゼゼンンっってて？？

問問いい合合わわせせ：：日日吉吉メメデディィアアセセンンタターー hhmmcc--rreeff--ggrroouupp@@kkeeiioo..jjpp
hhttttppss::////lliibbgguuiiddeess..lliibb..kkeeiioo..aacc..jjpp//hhyyss__ssttuuddyyaaddvviiccee

共共催催：：教教養養研研究究セセンンタターー・・日日吉吉メメデディィアアセセンンタターー・・日日吉吉学学生生部部

勉強のお悩み

で相談してみませんか？

学学習習相相談談
WWeebbササイイトト
予予約約ももここちち
ららかからら

学習相談員による新生活応援座談会
　日吉メディアセンターでは学部１年生向けの座談会が
開催されました。初回は５月８日、大雨にもかかわらず
４名の学生が参加し、続く５月14日には、10名の学生が
集まりました。
　座談会は２部構成となっており、前半は学習相談員４
名による学業とプライベートの両立方法についてのディ
スカッション、後半では学習相談員が参加者の相談に対
応しました。相談パートでは参加者からはレポートの書
き方やゼミの選び方など多岐にわたる質問が寄せられ、
予定の30分を大幅に超えて１時間近い時間が費やされま

した。
　学習相談員としてはコロナ禍
以来、初めての対面イベントで
あり、探り探りの雰囲気でした
が、想定よりも多くの参加者が
集まった事で学習相談の周知に
繋がったと考えています。次回
の座談会企画にあたっては開催
時期やテーマの選定の再検討を
行いたいです。
� （米満優希　法学部政治学科４年）
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Feature─特集Ⅲ Feature─特集Ⅳ Feature─特集Ⅴ

日吉キャンパス公開講座
　2024年度の「日吉キャンパス公開講座」は前身の「横浜市民
大学講座」から数え50回目の開催となり、10月５日から11月30
日までの日程を組みました。統一テーマに沿った話題について、
日吉キャンパスの教員を中心に研究機関としての義塾が持つ知
的情報源を広く公開し、塾内外を問わず幅広い年齢層の皆様へ
学んでいただくことを目標にしています。コロナ禍を経て、
webのみで募集する、募集開始を遅らせる、日吉で一番広い教
室を使用する等のコロナ禍での運用を残しつつも、2023年度に
引き続いて、コロナ禍前とほぼ同様の運用とすることができま
した。
　受講申し込みについては、定員を上回る応募をいただき、一

部キャンセル等も発生しましたが、定員となりました。統一
テーマを「際（きわ）」とし、10講師（塾内５名、塾外５名）
による各90分の講演が行われ、分野は芸能、データサイエンス、
スポーツ、国際交流、哲学、生物学、社会問題、宇宙、デザイ
ン、文学、地理、歴史等、特定の分野に偏ることなく多岐に渡
るようにしました。
　各回の講演者やタイトルは下表をご参照ください。また「日
吉公開講座」で検索いただきますと、過去の実施分についても
記載がございます。
https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/exchange/open/
� （寺沢和洋）

創造力とコミュニティ研究会　第23・24回
　第23回と第24回の「創造力とコミュニティ」研究会はサイエ
ンスライターで飼鳥史研究の第一人者である細川博昭氏をお迎
えし、「共に暮らす１&２」のタイトルでペットと人間の関係
について語っていただきました。ペットは私たちのコミュニ
ティの一員であり、私たちの命と生活を支えてくれる存在です。
しかし、そもそも、ペットである動物と人間はどれほど違う存
在なのでしょうか。第23回目の研究会「共に暮らす～ペットと
私たち～」（７月23日）では、「ペット」の歴史を振り返ってみ
ました。その中で分かったことは、私たちは野生動物とともに
暮らしていく過程で（例えばオオカミ）、ともに進化してきた
という事実です。つまり人間の存在は、動物たちが作ってきた

ものでもあるのです。
　そして第24回目の研究会「共に暮らす
～鳥が期待する人との暮らし方～」（８
月27日）では鳥の目線で人との暮らし方
について語っていただきました。実は鳥
と人は実によく似ており、人間的と思わ
れるような心理や行動は、人が鳥から学
んできた可能性すら考えられるのです。
90分にわたるお話はあまりに興味深く、
第３回目開催のリクエストが出るほど、奥の深い研究会となり
ました。� （横山千晶）

　列島全体を苦しめた台風10号により、実行委員会は８月29
日から９月１日まで開催予定だった2024年度庄内セミナーの
中止を８月27日に決定しました。鶴岡市役所をはじめ現地の
皆様への影響や慶應側の復路の混乱が予想され、やむなき判
断でしたが、庄内セミナーを楽しみに待っていた大学生15名
と高校生５名が、この決定を速やかに了承してくれたことに
感謝しています。
　もともとセミナー開催日の１日前に現地入りを予定してい
た小菅隼人（理工学部）・鳥海奈都子（慶應義塾高等学校）・
冨田いづみ（教養研究センター事務局）・鈴木亮子（経済学
部）の４名は、進路予想図を睨みつつ８月29日（木）の帰り
の足を確保した上で予定通り現地に赴き、29日に関係各所を
回りお詫びのご挨拶をしました。行く先々で庄内セミナーの
今回の中止は残念だが安全第一だと言って頂き、また来年度
以降もぜひセミナーを続けてほしいと励ましも頂戴し、現地
の皆様への感謝の念を新たにしています。
　鶴岡はユネスコ食文化創造都市認定から10年経ちます。

今回お詫びに伺った中で、食に関わるお二方を紹介します。
毎回参加者に大好評の郷土料理「知憩軒」の長南光様は、
「地産地消ではなくて土産土法」とおっしゃり、地域の土に
育まれて生命力豊かに育った地野菜を、その土地の人々が慣
れ親しんだ方法で供することを守り続け、また綴織りの名手
としても大作を完成させています。エルサンワイナリー松ヶ
岡代表の早坂剛様は、月山を望む松ヶ岡でワイン醸造を志し、
2017年から葡萄の苗を植え次第に区画を広げ、山形大学や慶
應義塾大学先端生命科学研究所などと産学共同で土壌や葡萄
の改良を重ね、風土が育んだワインを造り続けています。
「ワイン造りの苦労の連続の中で、苗や土地、そして人との
幸運な出会いに恵まれたが、それは自分が懸命に動き回って
きたからこそ。」と話してくださいました。
　鶴岡の食と文化を盛り立てているお二人は、「続けること」
への揺るぎない信頼と、ご自身の「思いを語る言葉」を持っ
て生きている。今度は学生とともに、お会いしたい。あらた
めてそう感じた訪問となりました。� （鈴木亮子）

※写真は 2023 年度開催の庄内セミナー

2024年度庄内セミナーは中止に
日吉行事企画委員会（HAPP）企画（春学期）

新入生歓迎舞踏公演：笠井叡『未完成』
　本公演において、笠井氏は、『未完成』、『アランフェス協奏
曲』、『冬の旅』を使い、客席に頻繁に出て行って、観客と絡み
ながら、全空間を埋め尽くすように内面の思いを響かせていま
した。その間に発せられた「戦争は悪魔の踊りです」というフ
レーズが強く印象に残っています。カーテンコールでは、受け
取った花束から、花弁をむしり取って客席に撒いて喜びを共有
しましたが、笠井氏にしかできないであろう、その思い切った
行為も観客の深い感動を生みました。笠井氏の動きは予測がつ
かず、舞台担当者には難しいオペレーションとなりましたが、

曽我傑氏の繊細な照明が見事なコラ
ボレーションとなって、観客を魅了
しました。
　ポストパフォーマンス・トークで
は、会場からの質問やコメントを募
りましたが、３人の若い参加者によ
る、非常に思索的で示唆に富んだ発
言が続き、印象深い夜となりました。
� （小菅隼人）

ライブラリーコンサート2024春
　日吉メディアセンターでは、新入生歓迎行事として2016年度
から毎年ライブラリーコンサートを開催しています。今年度は
日吉図書館にて５月15日に弦楽四重奏、５月24日にジャズの演
奏を聴いてもらいました。図書館という通常は自主的な勉学を
目的として来館する空間で、プロによる質の高い芸術に触れ集
う機会となり、２つの企画で約200名の参加がありました。各
曲間には拍手が沸き、終演後も学生たちがステージの演奏者を
囲み和やかな懇談が続きました。アンケートには「プロによる

演奏を初めて聴き感動
した」「楽器を演奏し
てみたくなった」「留
学生ですが、私も知っ
ている曲があって楽し
かった」など、好意的
な感想が多数寄せられ
ました。� （日吉メディアセンター　吉沢亜季子）

祭祀遺跡から古代の出雲、杵築大社の成立を考える─神と社の考古学─
　2024年５月11日 14：00～ 16：00（第４校舎Ｂ棟23教室）。
國學院大學博物館長�笹生衛氏（神道文化学部教授）を講師に
迎えて行ったHAPPの新入生歓迎行事です。杵築大社（明治よ
り出雲大社）は、2000年の出雲大社境内の祭祀遺跡発掘調査で、
４世紀後半頃から祭祀的行為が行われていたことがわかりまし
た。生命を維持するのに不可欠な水と、水源としての山への信
仰を基盤としています。その祭祀の場が７世紀中頃から、天皇
の居所と同じ「瑞垣」で囲う形に整備されたのです。御講演は、
古代出雲のことはもちろん４世紀に遡る数少ない日本国内の遺

跡（宗像市宗像沖ノ島祭祀遺跡、南
房総市小滝涼源寺遺跡）と、水辺に
関わる様々な祭祀遺跡の比較で日本
全体にも目配りしたものでした。そ
して和歌の始まりとされるスサノオ
の「八雲立つ　出雲八重垣　妻ごみ
に　八重垣つくる　その八重垣を」
歌について理解を深めるものでもあ
りました。� （津田眞弓）

日吉陸上競技場 リニューアル記念 Enjoy Sports Day

【企画】慶應義塾大学体育研究所／慶應義塾体育会競走部
【協賛】セイコーグループ株式会社

　日吉陸上競技場のリニューアルを祝し、４月14日に「Enjoy�
Sports�Day」を開催しました。晴天の下、子どもから大人まで
約200名の地域住民が参加しました。
　リニューアルしたばかりの競技場では、さまざまなアクティ
ビティが行われました。走り方教室には東京2020オリンピック
代表の寺田明日香選手を迎え、慶應大出身の陸上選手たちが
コーチとしてアドバイスを行い、リレーに挑戦しました。ス
ポーツ体験会では、学生団体「ホワイトホーンズ」によるフラ
イングディスク教室や、フィンランド発祥の「モルック」を体

験しました。さらに、競走部による
体力測定コーナーでは、競技場の素
晴らしい環境を活かして走り幅跳び
や50m走が行われ、実際の競技用具
にも触れる機会があり、参加者に
とって有意義な一日になりました。
イベントを通じて、大学と地域が一
体となり、スポーツを通じた連携と
つながりを育む貴重な機会となりま
した。
� （石手　靖・清水花菜）

⽇吉陸上競技場⽇吉陸上競技場
リニューアル記念リニューアル記念

お申込は右のQRコードから

特別講師 寺⽥明⽇⾹ 選⼿
(ジャパンクリエイトグループ)

お問い合わせ

E-Mail

スケジュール

42024年 ⽉ ⽇

10:00 〜 15:00

14 ⽇

会場：
時間：

慶應⽇吉陸上競技場

EnjoyEnjoy
Sports DaySports Day

happ2024esd-group@keio.jp

エンジョイ・スポーツ・デイ実⾏委員会

祝リニューアル！
トラックが⾚⾊から⻘⾊に！

②フィールドを
 利⽤した各種
 スポーツ体験

①⾛り⽅教室

慶應義塾⼤学公認学⽣
団体のアルティメット
サークル「ホワイトホ
ーンズ」によるフライ
ンディスク教室や、
フィンランド発祥のス
ポーツ、モルックの体
験。

③体⼒測定
⾃分にあったスポーツ
は何か、体⼒測定をし
てみよう！競⾛部のお
兄さん、お姉さんも
サポート！

メイン講師に⼩倉亮介さん（2018
年全⽇本インカレ4×100mリレー
2位)を迎えるほか、⾨出康孝さん
(横浜マラソン2019優勝者)、⼤⾕
尚⽂さん(400m：46秒65)ら豪華
講師陣の指導を受けられます！

主催：慶應義塾⼤学教養研究センター⽇吉⾏事企画委員会（HAPP）
共催：慶應義塾⼤学体育研究所／慶應義塾体育会競⾛部
協賛：セイコーグループ株式会社

＜主な記録・代表歴＞
・⼥⼦100mハードル元⽇本記録保持者
         （2021年当時＝12秒87）
・東京五輪⽇本代表
・2023年世界陸上競技選⼿権⼤会代表

＜イベント詳細＞
定員：150名
対象：塾⽣・教職員、地域の⽅々
費⽤：無料（事前申込の必要あり）
申込期間：
2024年3⽉25⽇（⽉）〜4⽉5⽇（⾦）※先着順
⾬天時の対応：⼩⾬決⾏
アクセス：
慶應義塾⼤学⽇吉陸上競技場  
（〒223-0061  横浜市港北区⽇吉4-1-1）
 
東急東横線・東急⽬⿊線・東急新横浜線・
横浜市営地下鉄グリーンライン⽇吉駅より徒歩1分  
※専⽤の駐⾞場はございません。  
ご来場の際は公共交通機関をご利⽤ください。  

＜10:00〜11:00＞
    ②スポーツ体験

＜13:00〜14:00＞
    ①⾛り⽅教室

＜常時＞
    ③体⼒測定
    ④競技場ツアー

⼦供から⼤⼈まで！

⼩倉  亮介コーチ寺⽥  明⽇⾹  選⼿

当⽇は競⾛部員の
案内のもと、陸上競技場
に⼊ることができます！

＜注意事項＞
①⾛り⽅教室及び③体⼒測定の定員は、各25名とさせていただきます。
②スポーツ体験は申込⼈数に応じて午後の部を⾏う可能性がございます。

日吉キャンパス公開講座「際（きわ）」
講義日 講　師 テーマ

10月５日（土）
３時限目 増田　久雄 人生、再起動　─石原裕次郎の流儀。そして、遺したもの─
４時限目 清水　千弘 データの破壊力　─社会科学とデータサイエンスの際を考える─

10月26日（土）
３時限目 友成　晋也 野球のチカラでアフリカと日本の未来を創る　─エンジョイベースボールを国際協力に─
４時限目 荒金　直人 別れ際の経験と経験の別れ際　─知識の構築について─

11月２日（土）
３時限目 古川　亮平 「自己」と「非自己」の境界　─生物学の視点から─
４時限目 伊部　尚子 「身寄りのない単身高齢者の住まい問題」を考える　─クロスオーバーが解決への道─

11月16日（土）
３時限目 森本　睦子 太陽系探査機のとばし方　─重力圏の際を考える─
４時限目 鈴木　一好 デザインで自分をブラッシュアップする時代　─＜デザインの民主化+生成AI ＞がもたらす可能性─

11月30日（土）
３時限目 山口　早苗 日中の境を超えた人、知識、言葉
４時限目 山下　一夫 中国の際─どこからどこまでが中国なのか─

� ※３時限目 13：00～14：30、４時限目 14：45～16：15　　※公開講座は変更・中止・延期となる可能性があります。

創創造造力力ととココミミュュニニテティィ研研究究会会 22４４

共共にに暮暮ららすす そそのの２２
鳥が期待する人との暮らし方

～インコの心から紐解く～

飼飼いい鳥鳥とと人人類類のの関関係係史史研研究究のの第第一一人人者者ののササイイエエンンススラライイタターー、、細細川川博博昭昭ささんんををおお
迎迎ええししててペペッットトととのの共共存存をを考考ええるる第第22回回目目のの研研究究会会でですす。。鳥鳥をを飼飼っってていいるる皆皆ささんん
もも多多いいここととででししょょうう。。そそうういいうう方方たたちちはは鳥鳥ととヒヒトトががすすごごくく似似てていいるるとと思思わわれれるるのの
ででははなないいででししょょううかか。。そそししてて鳥鳥はは私私たたちちののここととををどどうう見見てていいるるののかか、、とと思思ううこことと
もも多多いいははずず。。今今回回はは、、イインンココのの立立場場にに立立っってて、、人人とと共共にに暮暮ららすすここととににつついいてて考考ええ
ててみみたたいいとと思思いいまますす。。鳥鳥たたちちはは私私たたちちににどどんんななここととをを期期待待ししてていいるるののかか。。ちちょょっっ
ととししたた行行動動かかららイインンココのの気気持持ちちやや考考ええがが読読みみ解解けけまますす。。鳥鳥にに詳詳ししいい人人もも詳詳ししくくなな
いい人人もも、、新新ししいいココミミュュニニケケーーシショョンンとと発発想想法法をを鳥鳥たたちちかからら学学んんででみみまませせんんかか。。

●●話話題題提提供供者者：：

細細川川博博昭昭 （（ほほそそかかわわひひろろああきき）） ラライイタターー、、飼飼鳥鳥史史研研究究者者

●●日日時時 ::  22002244年年８８月月２２７７日日（（火火））1188::3300～～2200::0000  （（予予定定））

●●場場所所 居居場場所所「「カカドドベベヤヤ」」 横横浜浜市市中中区区石石川川町町55丁丁目目220099－－33 11階階

https://ameblo.jp/kadobeya2010/

●● 参参加加費費無無料料

体体調調不不良良のの際際はは、、申申しし訳訳ごござざいいまませせんんがが、、参参加加ををおお控控ええくくだだささいい。。

●●参参加加ごご希希望望のの方方はは、、法法学学部部・・横横山山千千晶晶 （（cchhaacckkyy@@kkeeiioo..jjpp））ままででごご連連絡絡くく
だだささいい。。

主主催催 居居場場所所「「カカドドベベヤヤでで過過ごごすす火火曜曜日日」」運運営営委委員員会会
慶慶應應義義塾塾大大学学教教養養研研究究セセンンタターー

未来先導基金
「みなさんmiraiプロジェクト」第二期
　2024年度慶應義塾未来先導基金に採択された本プロジェクト。
キャンパスでできない学びを、慶應最大の森がある南三陸町
（宮城県）をベースに行います。今年度は９名の学部・院生が、
南三陸町を舞台に、それぞれが関心のあるテーマに分かれて、
SDGsや防災を考える活動を行っています。
　具体的には、■５月13日 18：15～ 20：00、森についての公
開シンポジウム「南三陸発！慶應の森からひもとく生物多様
性」（シンポジウムスペース）、一ノ瀬友博氏（環境情報学
部）・鈴木卓也氏（南三陸地域イヌワシ生息環境再生プロジェ
クト協議会会長）。
■５月28日 18：15～ 20：00、防災についての公開シンポジウ
ム「今、地震がおきたら？―キャンパスで考える防災―」（シ

ンポジウムスペー
ス）、井奥洪二氏
（経済学部）、山内
明美氏（宮城教育
大学教育学部准教
授）。
■８月８日 11：00
～16：30、事前学
習会（シンポジウムスペース）、塚原沙智子氏（環境省）
■９月11日～ 13日、南三陸合宿。合宿後もさまざま活動予定。
（HP）https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/minasanmirai/
� （津田眞弓）

　　春学期特定期間集中講座「身体知」
　2024年度も８月の２週目に身体知の集中講座が開講されました。今年は題材として「再会」をテーマに３つの文学作品を選びました。また、昨年
度に引き続き特別講師にダンサー兼振付家のアオキ裕キ氏をお迎えし、氏の主導で心と身体に向き合う準備時間を十分に取りました。そのため文学
作品の読み込みとディスカッションも非常に深いものとなり、身体と頭と心をつなげる授業が可能となりました。とはいえ、今年は思ってもみない
残念な事態が起こりました。台風の接近により、金曜日の３コマ（各コマ90分）がすべて休講となり、最後の公開成果発表会の準備の時間を十分に
取ることができませんでしたが、その分みんなの集中力がすさまじく、当日はアオキ氏が率いるダンスユニット「新人Ｈソケリッサ！」のメンバー
を迎え、ほぼインプロビゼーションで（そしてインプロビゼーションだからこそ）、来往舎のイベントテラスを使って素晴らしい言語の身体化と身
体の言語化を図ることができました。
� （横山千晶）

　　生命の教養学
　文理横断・領域横断的な「教養」の見地から「生命」をめぐる問題に迫る本授業。2024年
度のテーマは「死と再生」でした。古来、最も人間の関心を引き続けてきたであろう、この
壮大な主題にいま、アプローチするにあたり、意識された問いは次のようなものです。まさ
しく再生医療への注力やAI開発によって、ますます死を生から排除していくかに見える私た
ちの時代は、死に条件づけられたものとしての

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

「再生」の可能性をも封じていくことになる
のか。11回のオムニバス講義では、相分離生物学、医療人類学、道教研究、音楽情報処理、
西洋美術史、イタリア文学、発生生物学、宗教人類学、比較動物学、教育哲学、ドイツ文学
と、多彩な分野の専門家に登壇いただきました。講義後の質疑は、講師も運営側も驚くほど熱のこもったものとなりました。
� （石川　学）

　　株式会社コーエーテクモホールディングス寄附講座「日吉学」
～発見編 見えないものを見てみよう～
　今年度の「日吉学」は、「発見編 見えないものを見てみよう」と題し、これまでよ
りも受講生一人ひとりの「日吉」というフィールドでの気付きを大切にし、研究テー
マとして発展させていくことに重点を置きました。学期の前半では、グループによる
フィールドワークを実施したうえで、そこでの気づきを記録し整理するというアク
ティヴィティを行い、後半では、前半の取り組みで得た発見を、教員や受講生同士の
議論のなかで学術的な問題として深めていき、レポート（4000字）にまとめてもらい
ました。一人ひとりのフィールドでの気付きを大切にしたことで、個々のテーマは例年以上に多様になったものの、「日吉」
に直結したものが多くなりました。そのため受講生同士の議論が活発になり、レポートのクオリティを全体的に高めること
につながったようです。
� （安藤広道）

　　株式会社アカツキ寄附講座「エンターテインメントビジネス論」
　2024年度春学期に「エンターテインメントビジネス論」を実施しました。アニメや
ゲームを始めとしたエンターテインメントビジネスについて、理論と実務の双方から
学際的・分野横断的なアプローチを行うもので、2022年度に実験授業を実施した後、
2023年度から株式会社アカツキ寄附講座として正式に開始されました。2024年度は、
三原龍太郎（経済学部）がコーディネーターをつとめるとともに全ての授業を非常勤
講師の中山淳雄が担当し、VTuber、アニメ、テレビ、ゲーム、芸能、アート、映画
といったエンターテインメントビジネスの各分野についての講義を行い、さらにそれらの分野と関係するゲストスピーカー
との対談を行うという形式で進められました。ゲストスピーカーは毎回非常に豪華なメンバーで、出席者と登壇者との間で
活発な議論が交わされ、非常に充実した内容となりました。
� （三原龍太郎）
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Feature─特集Ⅲ Feature─特集Ⅳ Feature─特集Ⅴ

日吉キャンパス公開講座
　2024年度の「日吉キャンパス公開講座」は前身の「横浜市民
大学講座」から数え50回目の開催となり、10月５日から11月30
日までの日程を組みました。統一テーマに沿った話題について、
日吉キャンパスの教員を中心に研究機関としての義塾が持つ知
的情報源を広く公開し、塾内外を問わず幅広い年齢層の皆様へ
学んでいただくことを目標にしています。コロナ禍を経て、
webのみで募集する、募集開始を遅らせる、日吉で一番広い教
室を使用する等のコロナ禍での運用を残しつつも、2023年度に
引き続いて、コロナ禍前とほぼ同様の運用とすることができま
した。
　受講申し込みについては、定員を上回る応募をいただき、一

部キャンセル等も発生しましたが、定員となりました。統一
テーマを「際（きわ）」とし、10講師（塾内５名、塾外５名）
による各90分の講演が行われ、分野は芸能、データサイエンス、
スポーツ、国際交流、哲学、生物学、社会問題、宇宙、デザイ
ン、文学、地理、歴史等、特定の分野に偏ることなく多岐に渡
るようにしました。
　各回の講演者やタイトルは下表をご参照ください。また「日
吉公開講座」で検索いただきますと、過去の実施分についても
記載がございます。
https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/exchange/open/
� （寺沢和洋）

創造力とコミュニティ研究会　第23・24回
　第23回と第24回の「創造力とコミュニティ」研究会はサイエ
ンスライターで飼鳥史研究の第一人者である細川博昭氏をお迎
えし、「共に暮らす１&２」のタイトルでペットと人間の関係
について語っていただきました。ペットは私たちのコミュニ
ティの一員であり、私たちの命と生活を支えてくれる存在です。
しかし、そもそも、ペットである動物と人間はどれほど違う存
在なのでしょうか。第23回目の研究会「共に暮らす～ペットと
私たち～」（７月23日）では、「ペット」の歴史を振り返ってみ
ました。その中で分かったことは、私たちは野生動物とともに
暮らしていく過程で（例えばオオカミ）、ともに進化してきた
という事実です。つまり人間の存在は、動物たちが作ってきた

ものでもあるのです。
　そして第24回目の研究会「共に暮らす
～鳥が期待する人との暮らし方～」（８
月27日）では鳥の目線で人との暮らし方
について語っていただきました。実は鳥
と人は実によく似ており、人間的と思わ
れるような心理や行動は、人が鳥から学
んできた可能性すら考えられるのです。
90分にわたるお話はあまりに興味深く、
第３回目開催のリクエストが出るほど、奥の深い研究会となり
ました。� （横山千晶）

　列島全体を苦しめた台風10号により、実行委員会は８月29
日から９月１日まで開催予定だった2024年度庄内セミナーの
中止を８月27日に決定しました。鶴岡市役所をはじめ現地の
皆様への影響や慶應側の復路の混乱が予想され、やむなき判
断でしたが、庄内セミナーを楽しみに待っていた大学生15名
と高校生５名が、この決定を速やかに了承してくれたことに
感謝しています。
　もともとセミナー開催日の１日前に現地入りを予定してい
た小菅隼人（理工学部）・鳥海奈都子（慶應義塾高等学校）・
冨田いづみ（教養研究センター事務局）・鈴木亮子（経済学
部）の４名は、進路予想図を睨みつつ８月29日（木）の帰り
の足を確保した上で予定通り現地に赴き、29日に関係各所を
回りお詫びのご挨拶をしました。行く先々で庄内セミナーの
今回の中止は残念だが安全第一だと言って頂き、また来年度
以降もぜひセミナーを続けてほしいと励ましも頂戴し、現地
の皆様への感謝の念を新たにしています。
　鶴岡はユネスコ食文化創造都市認定から10年経ちます。

今回お詫びに伺った中で、食に関わるお二方を紹介します。
毎回参加者に大好評の郷土料理「知憩軒」の長南光様は、
「地産地消ではなくて土産土法」とおっしゃり、地域の土に
育まれて生命力豊かに育った地野菜を、その土地の人々が慣
れ親しんだ方法で供することを守り続け、また綴織りの名手
としても大作を完成させています。エルサンワイナリー松ヶ
岡代表の早坂剛様は、月山を望む松ヶ岡でワイン醸造を志し、
2017年から葡萄の苗を植え次第に区画を広げ、山形大学や慶
應義塾大学先端生命科学研究所などと産学共同で土壌や葡萄
の改良を重ね、風土が育んだワインを造り続けています。
「ワイン造りの苦労の連続の中で、苗や土地、そして人との
幸運な出会いに恵まれたが、それは自分が懸命に動き回って
きたからこそ。」と話してくださいました。
　鶴岡の食と文化を盛り立てているお二人は、「続けること」
への揺るぎない信頼と、ご自身の「思いを語る言葉」を持っ
て生きている。今度は学生とともに、お会いしたい。あらた
めてそう感じた訪問となりました。� （鈴木亮子）

※写真は 2023 年度開催の庄内セミナー

2024年度庄内セミナーは中止に
日吉行事企画委員会（HAPP）企画（春学期）

新入生歓迎舞踏公演：笠井叡『未完成』
　本公演において、笠井氏は、『未完成』、『アランフェス協奏
曲』、『冬の旅』を使い、客席に頻繁に出て行って、観客と絡み
ながら、全空間を埋め尽くすように内面の思いを響かせていま
した。その間に発せられた「戦争は悪魔の踊りです」というフ
レーズが強く印象に残っています。カーテンコールでは、受け
取った花束から、花弁をむしり取って客席に撒いて喜びを共有
しましたが、笠井氏にしかできないであろう、その思い切った
行為も観客の深い感動を生みました。笠井氏の動きは予測がつ
かず、舞台担当者には難しいオペレーションとなりましたが、

曽我傑氏の繊細な照明が見事なコラ
ボレーションとなって、観客を魅了
しました。
　ポストパフォーマンス・トークで
は、会場からの質問やコメントを募
りましたが、３人の若い参加者によ
る、非常に思索的で示唆に富んだ発
言が続き、印象深い夜となりました。
� （小菅隼人）

ライブラリーコンサート2024春
　日吉メディアセンターでは、新入生歓迎行事として2016年度
から毎年ライブラリーコンサートを開催しています。今年度は
日吉図書館にて５月15日に弦楽四重奏、５月24日にジャズの演
奏を聴いてもらいました。図書館という通常は自主的な勉学を
目的として来館する空間で、プロによる質の高い芸術に触れ集
う機会となり、２つの企画で約200名の参加がありました。各
曲間には拍手が沸き、終演後も学生たちがステージの演奏者を
囲み和やかな懇談が続きました。アンケートには「プロによる

演奏を初めて聴き感動
した」「楽器を演奏し
てみたくなった」「留
学生ですが、私も知っ
ている曲があって楽し
かった」など、好意的
な感想が多数寄せられ
ました。� （日吉メディアセンター　吉沢亜季子）

祭祀遺跡から古代の出雲、杵築大社の成立を考える─神と社の考古学─
　2024年５月11日 14：00～ 16：00（第４校舎Ｂ棟23教室）。
國學院大學博物館長�笹生衛氏（神道文化学部教授）を講師に
迎えて行ったHAPPの新入生歓迎行事です。杵築大社（明治よ
り出雲大社）は、2000年の出雲大社境内の祭祀遺跡発掘調査で、
４世紀後半頃から祭祀的行為が行われていたことがわかりまし
た。生命を維持するのに不可欠な水と、水源としての山への信
仰を基盤としています。その祭祀の場が７世紀中頃から、天皇
の居所と同じ「瑞垣」で囲う形に整備されたのです。御講演は、
古代出雲のことはもちろん４世紀に遡る数少ない日本国内の遺

跡（宗像市宗像沖ノ島祭祀遺跡、南
房総市小滝涼源寺遺跡）と、水辺に
関わる様々な祭祀遺跡の比較で日本
全体にも目配りしたものでした。そ
して和歌の始まりとされるスサノオ
の「八雲立つ　出雲八重垣　妻ごみ
に　八重垣つくる　その八重垣を」
歌について理解を深めるものでもあ
りました。� （津田眞弓）

日吉陸上競技場 リニューアル記念 Enjoy Sports Day

【企画】慶應義塾大学体育研究所／慶應義塾体育会競走部
【協賛】セイコーグループ株式会社

　日吉陸上競技場のリニューアルを祝し、４月14日に「Enjoy�
Sports�Day」を開催しました。晴天の下、子どもから大人まで
約200名の地域住民が参加しました。
　リニューアルしたばかりの競技場では、さまざまなアクティ
ビティが行われました。走り方教室には東京2020オリンピック
代表の寺田明日香選手を迎え、慶應大出身の陸上選手たちが
コーチとしてアドバイスを行い、リレーに挑戦しました。ス
ポーツ体験会では、学生団体「ホワイトホーンズ」によるフラ
イングディスク教室や、フィンランド発祥の「モルック」を体

験しました。さらに、競走部による
体力測定コーナーでは、競技場の素
晴らしい環境を活かして走り幅跳び
や50m走が行われ、実際の競技用具
にも触れる機会があり、参加者に
とって有意義な一日になりました。
イベントを通じて、大学と地域が一
体となり、スポーツを通じた連携と
つながりを育む貴重な機会となりま
した。
� （石手　靖・清水花菜）

⽇吉陸上競技場⽇吉陸上競技場
リニューアル記念リニューアル記念

お申込は右のQRコードから

特別講師 寺⽥明⽇⾹ 選⼿
(ジャパンクリエイトグループ)

お問い合わせ

E-Mail

スケジュール

42024年 ⽉ ⽇

10:00 〜 15:00

14 ⽇

会場：
時間：

慶應⽇吉陸上競技場

EnjoyEnjoy
Sports DaySports Day

happ2024esd-group@keio.jp

エンジョイ・スポーツ・デイ実⾏委員会

祝リニューアル！
トラックが⾚⾊から⻘⾊に！

②フィールドを
 利⽤した各種
 スポーツ体験

①⾛り⽅教室

慶應義塾⼤学公認学⽣
団体のアルティメット
サークル「ホワイトホ
ーンズ」によるフライ
ンディスク教室や、
フィンランド発祥のス
ポーツ、モルックの体
験。

③体⼒測定
⾃分にあったスポーツ
は何か、体⼒測定をし
てみよう！競⾛部のお
兄さん、お姉さんも
サポート！

メイン講師に⼩倉亮介さん（2018
年全⽇本インカレ4×100mリレー
2位)を迎えるほか、⾨出康孝さん
(横浜マラソン2019優勝者)、⼤⾕
尚⽂さん(400m：46秒65)ら豪華
講師陣の指導を受けられます！

主催：慶應義塾⼤学教養研究センター⽇吉⾏事企画委員会（HAPP）
共催：慶應義塾⼤学体育研究所／慶應義塾体育会競⾛部
協賛：セイコーグループ株式会社

＜主な記録・代表歴＞
・⼥⼦100mハードル元⽇本記録保持者
         （2021年当時＝12秒87）
・東京五輪⽇本代表
・2023年世界陸上競技選⼿権⼤会代表

＜イベント詳細＞
定員：150名
対象：塾⽣・教職員、地域の⽅々
費⽤：無料（事前申込の必要あり）
申込期間：
2024年3⽉25⽇（⽉）〜4⽉5⽇（⾦）※先着順
⾬天時の対応：⼩⾬決⾏
アクセス：
慶應義塾⼤学⽇吉陸上競技場  
（〒223-0061  横浜市港北区⽇吉4-1-1）
 
東急東横線・東急⽬⿊線・東急新横浜線・
横浜市営地下鉄グリーンライン⽇吉駅より徒歩1分  
※専⽤の駐⾞場はございません。  
ご来場の際は公共交通機関をご利⽤ください。  

＜10:00〜11:00＞
    ②スポーツ体験

＜13:00〜14:00＞
    ①⾛り⽅教室

＜常時＞
    ③体⼒測定
    ④競技場ツアー

⼦供から⼤⼈まで！

⼩倉  亮介コーチ寺⽥  明⽇⾹  選⼿

当⽇は競⾛部員の
案内のもと、陸上競技場
に⼊ることができます！

＜注意事項＞
①⾛り⽅教室及び③体⼒測定の定員は、各25名とさせていただきます。
②スポーツ体験は申込⼈数に応じて午後の部を⾏う可能性がございます。

日吉キャンパス公開講座「際（きわ）」
講義日 講　師 テーマ

10月５日（土）
３時限目 増田　久雄 人生、再起動　─石原裕次郎の流儀。そして、遺したもの─
４時限目 清水　千弘 データの破壊力　─社会科学とデータサイエンスの際を考える─

10月26日（土）
３時限目 友成　晋也 野球のチカラでアフリカと日本の未来を創る　─エンジョイベースボールを国際協力に─
４時限目 荒金　直人 別れ際の経験と経験の別れ際　─知識の構築について─

11月２日（土）
３時限目 古川　亮平 「自己」と「非自己」の境界　─生物学の視点から─
４時限目 伊部　尚子 「身寄りのない単身高齢者の住まい問題」を考える　─クロスオーバーが解決への道─

11月16日（土）
３時限目 森本　睦子 太陽系探査機のとばし方　─重力圏の際を考える─
４時限目 鈴木　一好 デザインで自分をブラッシュアップする時代　─＜デザインの民主化+生成AI ＞がもたらす可能性─

11月30日（土）
３時限目 山口　早苗 日中の境を超えた人、知識、言葉
４時限目 山下　一夫 中国の際─どこからどこまでが中国なのか─

� ※３時限目 13：00～14：30、４時限目 14：45～16：15　　※公開講座は変更・中止・延期となる可能性があります。

創創造造力力ととココミミュュニニテティィ研研究究会会 22４４

共共にに暮暮ららすす そそのの２２
鳥が期待する人との暮らし方

～インコの心から紐解く～

飼飼いい鳥鳥とと人人類類のの関関係係史史研研究究のの第第一一人人者者ののササイイエエンンススラライイタターー、、細細川川博博昭昭ささんんををおお
迎迎ええししててペペッットトととのの共共存存をを考考ええるる第第22回回目目のの研研究究会会でですす。。鳥鳥をを飼飼っってていいるる皆皆ささんん
もも多多いいここととででししょょうう。。そそうういいうう方方たたちちはは鳥鳥ととヒヒトトががすすごごくく似似てていいるるとと思思わわれれるるのの
ででははなないいででししょょううかか。。そそししてて鳥鳥はは私私たたちちののここととををどどうう見見てていいるるののかか、、とと思思ううこことと
もも多多いいははずず。。今今回回はは、、イインンココのの立立場場にに立立っってて、、人人とと共共にに暮暮ららすすここととににつついいてて考考ええ
ててみみたたいいとと思思いいまますす。。鳥鳥たたちちはは私私たたちちににどどんんななここととをを期期待待ししてていいるるののかか。。ちちょょっっ
ととししたた行行動動かかららイインンココのの気気持持ちちやや考考ええがが読読みみ解解けけまますす。。鳥鳥にに詳詳ししいい人人もも詳詳ししくくなな
いい人人もも、、新新ししいいココミミュュニニケケーーシショョンンとと発発想想法法をを鳥鳥たたちちかからら学学んんででみみまませせんんかか。。

●●話話題題提提供供者者：：

細細川川博博昭昭 （（ほほそそかかわわひひろろああきき）） ラライイタターー、、飼飼鳥鳥史史研研究究者者

●●日日時時 ::  22002244年年８８月月２２７７日日（（火火））1188::3300～～2200::0000  （（予予定定））

●●場場所所 居居場場所所「「カカドドベベヤヤ」」 横横浜浜市市中中区区石石川川町町55丁丁目目220099－－33 11階階

https://ameblo.jp/kadobeya2010/

●● 参参加加費費無無料料

体体調調不不良良のの際際はは、、申申しし訳訳ごござざいいまませせんんがが、、参参加加ををおお控控ええくくだだささいい。。

●●参参加加ごご希希望望のの方方はは、、法法学学部部・・横横山山千千晶晶 （（cchhaacckkyy@@kkeeiioo..jjpp））ままででごご連連絡絡くく
だだささいい。。

主主催催 居居場場所所「「カカドドベベヤヤでで過過ごごすす火火曜曜日日」」運運営営委委員員会会
慶慶應應義義塾塾大大学学教教養養研研究究セセンンタターー

未来先導基金
「みなさんmiraiプロジェクト」第二期
　2024年度慶應義塾未来先導基金に採択された本プロジェクト。
キャンパスでできない学びを、慶應最大の森がある南三陸町
（宮城県）をベースに行います。今年度は９名の学部・院生が、
南三陸町を舞台に、それぞれが関心のあるテーマに分かれて、
SDGsや防災を考える活動を行っています。
　具体的には、■５月13日 18：15～ 20：00、森についての公
開シンポジウム「南三陸発！慶應の森からひもとく生物多様
性」（シンポジウムスペース）、一ノ瀬友博氏（環境情報学
部）・鈴木卓也氏（南三陸地域イヌワシ生息環境再生プロジェ
クト協議会会長）。
■５月28日 18：15～ 20：00、防災についての公開シンポジウ
ム「今、地震がおきたら？―キャンパスで考える防災―」（シ

ンポジウムスペー
ス）、井奥洪二氏
（経済学部）、山内
明美氏（宮城教育
大学教育学部准教
授）。
■８月８日 11：00
～16：30、事前学
習会（シンポジウムスペース）、塚原沙智子氏（環境省）
■９月11日～ 13日、南三陸合宿。合宿後もさまざま活動予定。
（HP）https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/minasanmirai/
� （津田眞弓）

　　春学期特定期間集中講座「身体知」
　2024年度も８月の２週目に身体知の集中講座が開講されました。今年は題材として「再会」をテーマに３つの文学作品を選びました。また、昨年
度に引き続き特別講師にダンサー兼振付家のアオキ裕キ氏をお迎えし、氏の主導で心と身体に向き合う準備時間を十分に取りました。そのため文学
作品の読み込みとディスカッションも非常に深いものとなり、身体と頭と心をつなげる授業が可能となりました。とはいえ、今年は思ってもみない
残念な事態が起こりました。台風の接近により、金曜日の３コマ（各コマ90分）がすべて休講となり、最後の公開成果発表会の準備の時間を十分に
取ることができませんでしたが、その分みんなの集中力がすさまじく、当日はアオキ氏が率いるダンスユニット「新人Ｈソケリッサ！」のメンバー
を迎え、ほぼインプロビゼーションで（そしてインプロビゼーションだからこそ）、来往舎のイベントテラスを使って素晴らしい言語の身体化と身
体の言語化を図ることができました。
� （横山千晶）

　　生命の教養学
　文理横断・領域横断的な「教養」の見地から「生命」をめぐる問題に迫る本授業。2024年
度のテーマは「死と再生」でした。古来、最も人間の関心を引き続けてきたであろう、この
壮大な主題にいま、アプローチするにあたり、意識された問いは次のようなものです。まさ
しく再生医療への注力やAI開発によって、ますます死を生から排除していくかに見える私た
ちの時代は、死に条件づけられたものとしての

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

「再生」の可能性をも封じていくことになる
のか。11回のオムニバス講義では、相分離生物学、医療人類学、道教研究、音楽情報処理、
西洋美術史、イタリア文学、発生生物学、宗教人類学、比較動物学、教育哲学、ドイツ文学
と、多彩な分野の専門家に登壇いただきました。講義後の質疑は、講師も運営側も驚くほど熱のこもったものとなりました。
� （石川　学）

　　株式会社コーエーテクモホールディングス寄附講座「日吉学」
～発見編 見えないものを見てみよう～
　今年度の「日吉学」は、「発見編 見えないものを見てみよう」と題し、これまでよ
りも受講生一人ひとりの「日吉」というフィールドでの気付きを大切にし、研究テー
マとして発展させていくことに重点を置きました。学期の前半では、グループによる
フィールドワークを実施したうえで、そこでの気づきを記録し整理するというアク
ティヴィティを行い、後半では、前半の取り組みで得た発見を、教員や受講生同士の
議論のなかで学術的な問題として深めていき、レポート（4000字）にまとめてもらい
ました。一人ひとりのフィールドでの気付きを大切にしたことで、個々のテーマは例年以上に多様になったものの、「日吉」
に直結したものが多くなりました。そのため受講生同士の議論が活発になり、レポートのクオリティを全体的に高めること
につながったようです。
� （安藤広道）

　　株式会社アカツキ寄附講座「エンターテインメントビジネス論」
　2024年度春学期に「エンターテインメントビジネス論」を実施しました。アニメや
ゲームを始めとしたエンターテインメントビジネスについて、理論と実務の双方から
学際的・分野横断的なアプローチを行うもので、2022年度に実験授業を実施した後、
2023年度から株式会社アカツキ寄附講座として正式に開始されました。2024年度は、
三原龍太郎（経済学部）がコーディネーターをつとめるとともに全ての授業を非常勤
講師の中山淳雄が担当し、VTuber、アニメ、テレビ、ゲーム、芸能、アート、映画
といったエンターテインメントビジネスの各分野についての講義を行い、さらにそれらの分野と関係するゲストスピーカー
との対談を行うという形式で進められました。ゲストスピーカーは毎回非常に豪華なメンバーで、出席者と登壇者との間で
活発な議論が交わされ、非常に充実した内容となりました。
� （三原龍太郎）
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Feature─特集Ⅲ Feature─特集Ⅳ Feature─特集Ⅴ

日吉キャンパス公開講座
　2024年度の「日吉キャンパス公開講座」は前身の「横浜市民
大学講座」から数え50回目の開催となり、10月５日から11月30
日までの日程を組みました。統一テーマに沿った話題について、
日吉キャンパスの教員を中心に研究機関としての義塾が持つ知
的情報源を広く公開し、塾内外を問わず幅広い年齢層の皆様へ
学んでいただくことを目標にしています。コロナ禍を経て、
webのみで募集する、募集開始を遅らせる、日吉で一番広い教
室を使用する等のコロナ禍での運用を残しつつも、2023年度に
引き続いて、コロナ禍前とほぼ同様の運用とすることができま
した。
　受講申し込みについては、定員を上回る応募をいただき、一

部キャンセル等も発生しましたが、定員となりました。統一
テーマを「際（きわ）」とし、10講師（塾内５名、塾外５名）
による各90分の講演が行われ、分野は芸能、データサイエンス、
スポーツ、国際交流、哲学、生物学、社会問題、宇宙、デザイ
ン、文学、地理、歴史等、特定の分野に偏ることなく多岐に渡
るようにしました。
　各回の講演者やタイトルは下表をご参照ください。また「日
吉公開講座」で検索いただきますと、過去の実施分についても
記載がございます。
https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/exchange/open/
� （寺沢和洋）

創造力とコミュニティ研究会　第23・24回
　第23回と第24回の「創造力とコミュニティ」研究会はサイエ
ンスライターで飼鳥史研究の第一人者である細川博昭氏をお迎
えし、「共に暮らす１&２」のタイトルでペットと人間の関係
について語っていただきました。ペットは私たちのコミュニ
ティの一員であり、私たちの命と生活を支えてくれる存在です。
しかし、そもそも、ペットである動物と人間はどれほど違う存
在なのでしょうか。第23回目の研究会「共に暮らす～ペットと
私たち～」（７月23日）では、「ペット」の歴史を振り返ってみ
ました。その中で分かったことは、私たちは野生動物とともに
暮らしていく過程で（例えばオオカミ）、ともに進化してきた
という事実です。つまり人間の存在は、動物たちが作ってきた

ものでもあるのです。
　そして第24回目の研究会「共に暮らす
～鳥が期待する人との暮らし方～」（８
月27日）では鳥の目線で人との暮らし方
について語っていただきました。実は鳥
と人は実によく似ており、人間的と思わ
れるような心理や行動は、人が鳥から学
んできた可能性すら考えられるのです。
90分にわたるお話はあまりに興味深く、
第３回目開催のリクエストが出るほど、奥の深い研究会となり
ました。� （横山千晶）

　列島全体を苦しめた台風10号により、実行委員会は８月29
日から９月１日まで開催予定だった2024年度庄内セミナーの
中止を８月27日に決定しました。鶴岡市役所をはじめ現地の
皆様への影響や慶應側の復路の混乱が予想され、やむなき判
断でしたが、庄内セミナーを楽しみに待っていた大学生15名
と高校生５名が、この決定を速やかに了承してくれたことに
感謝しています。
　もともとセミナー開催日の１日前に現地入りを予定してい
た小菅隼人（理工学部）・鳥海奈都子（慶應義塾高等学校）・
冨田いづみ（教養研究センター事務局）・鈴木亮子（経済学
部）の４名は、進路予想図を睨みつつ８月29日（木）の帰り
の足を確保した上で予定通り現地に赴き、29日に関係各所を
回りお詫びのご挨拶をしました。行く先々で庄内セミナーの
今回の中止は残念だが安全第一だと言って頂き、また来年度
以降もぜひセミナーを続けてほしいと励ましも頂戴し、現地
の皆様への感謝の念を新たにしています。
　鶴岡はユネスコ食文化創造都市認定から10年経ちます。

今回お詫びに伺った中で、食に関わるお二方を紹介します。
毎回参加者に大好評の郷土料理「知憩軒」の長南光様は、
「地産地消ではなくて土産土法」とおっしゃり、地域の土に
育まれて生命力豊かに育った地野菜を、その土地の人々が慣
れ親しんだ方法で供することを守り続け、また綴織りの名手
としても大作を完成させています。エルサンワイナリー松ヶ
岡代表の早坂剛様は、月山を望む松ヶ岡でワイン醸造を志し、
2017年から葡萄の苗を植え次第に区画を広げ、山形大学や慶
應義塾大学先端生命科学研究所などと産学共同で土壌や葡萄
の改良を重ね、風土が育んだワインを造り続けています。
「ワイン造りの苦労の連続の中で、苗や土地、そして人との
幸運な出会いに恵まれたが、それは自分が懸命に動き回って
きたからこそ。」と話してくださいました。
　鶴岡の食と文化を盛り立てているお二人は、「続けること」
への揺るぎない信頼と、ご自身の「思いを語る言葉」を持っ
て生きている。今度は学生とともに、お会いしたい。あらた
めてそう感じた訪問となりました。� （鈴木亮子）

※写真は 2023 年度開催の庄内セミナー

2024年度庄内セミナーは中止に
日吉行事企画委員会（HAPP）企画（春学期）

新入生歓迎舞踏公演：笠井叡『未完成』
　本公演において、笠井氏は、『未完成』、『アランフェス協奏
曲』、『冬の旅』を使い、客席に頻繁に出て行って、観客と絡み
ながら、全空間を埋め尽くすように内面の思いを響かせていま
した。その間に発せられた「戦争は悪魔の踊りです」というフ
レーズが強く印象に残っています。カーテンコールでは、受け
取った花束から、花弁をむしり取って客席に撒いて喜びを共有
しましたが、笠井氏にしかできないであろう、その思い切った
行為も観客の深い感動を生みました。笠井氏の動きは予測がつ
かず、舞台担当者には難しいオペレーションとなりましたが、

曽我傑氏の繊細な照明が見事なコラ
ボレーションとなって、観客を魅了
しました。
　ポストパフォーマンス・トークで
は、会場からの質問やコメントを募
りましたが、３人の若い参加者によ
る、非常に思索的で示唆に富んだ発
言が続き、印象深い夜となりました。
� （小菅隼人）

ライブラリーコンサート2024春
　日吉メディアセンターでは、新入生歓迎行事として2016年度
から毎年ライブラリーコンサートを開催しています。今年度は
日吉図書館にて５月15日に弦楽四重奏、５月24日にジャズの演
奏を聴いてもらいました。図書館という通常は自主的な勉学を
目的として来館する空間で、プロによる質の高い芸術に触れ集
う機会となり、２つの企画で約200名の参加がありました。各
曲間には拍手が沸き、終演後も学生たちがステージの演奏者を
囲み和やかな懇談が続きました。アンケートには「プロによる

演奏を初めて聴き感動
した」「楽器を演奏し
てみたくなった」「留
学生ですが、私も知っ
ている曲があって楽し
かった」など、好意的
な感想が多数寄せられ
ました。� （日吉メディアセンター　吉沢亜季子）

祭祀遺跡から古代の出雲、杵築大社の成立を考える─神と社の考古学─
　2024年５月11日 14：00～ 16：00（第４校舎Ｂ棟23教室）。
國學院大學博物館長�笹生衛氏（神道文化学部教授）を講師に
迎えて行ったHAPPの新入生歓迎行事です。杵築大社（明治よ
り出雲大社）は、2000年の出雲大社境内の祭祀遺跡発掘調査で、
４世紀後半頃から祭祀的行為が行われていたことがわかりまし
た。生命を維持するのに不可欠な水と、水源としての山への信
仰を基盤としています。その祭祀の場が７世紀中頃から、天皇
の居所と同じ「瑞垣」で囲う形に整備されたのです。御講演は、
古代出雲のことはもちろん４世紀に遡る数少ない日本国内の遺

跡（宗像市宗像沖ノ島祭祀遺跡、南
房総市小滝涼源寺遺跡）と、水辺に
関わる様々な祭祀遺跡の比較で日本
全体にも目配りしたものでした。そ
して和歌の始まりとされるスサノオ
の「八雲立つ　出雲八重垣　妻ごみ
に　八重垣つくる　その八重垣を」
歌について理解を深めるものでもあ
りました。� （津田眞弓）

日吉陸上競技場 リニューアル記念 Enjoy Sports Day

【企画】慶應義塾大学体育研究所／慶應義塾体育会競走部
【協賛】セイコーグループ株式会社

　日吉陸上競技場のリニューアルを祝し、４月14日に「Enjoy�
Sports�Day」を開催しました。晴天の下、子どもから大人まで
約200名の地域住民が参加しました。
　リニューアルしたばかりの競技場では、さまざまなアクティ
ビティが行われました。走り方教室には東京2020オリンピック
代表の寺田明日香選手を迎え、慶應大出身の陸上選手たちが
コーチとしてアドバイスを行い、リレーに挑戦しました。ス
ポーツ体験会では、学生団体「ホワイトホーンズ」によるフラ
イングディスク教室や、フィンランド発祥の「モルック」を体

験しました。さらに、競走部による
体力測定コーナーでは、競技場の素
晴らしい環境を活かして走り幅跳び
や50m走が行われ、実際の競技用具
にも触れる機会があり、参加者に
とって有意義な一日になりました。
イベントを通じて、大学と地域が一
体となり、スポーツを通じた連携と
つながりを育む貴重な機会となりま
した。
� （石手　靖・清水花菜）

⽇吉陸上競技場⽇吉陸上競技場
リニューアル記念リニューアル記念

お申込は右のQRコードから

特別講師 寺⽥明⽇⾹ 選⼿
(ジャパンクリエイトグループ)

お問い合わせ

E-Mail

スケジュール

42024年 ⽉ ⽇

10:00 〜 15:00

14 ⽇

会場：
時間：

慶應⽇吉陸上競技場

EnjoyEnjoy
Sports DaySports Day

happ2024esd-group@keio.jp

エンジョイ・スポーツ・デイ実⾏委員会

祝リニューアル！
トラックが⾚⾊から⻘⾊に！

②フィールドを
 利⽤した各種
 スポーツ体験

①⾛り⽅教室

慶應義塾⼤学公認学⽣
団体のアルティメット
サークル「ホワイトホ
ーンズ」によるフライ
ンディスク教室や、
フィンランド発祥のス
ポーツ、モルックの体
験。

③体⼒測定
⾃分にあったスポーツ
は何か、体⼒測定をし
てみよう！競⾛部のお
兄さん、お姉さんも
サポート！

メイン講師に⼩倉亮介さん（2018
年全⽇本インカレ4×100mリレー
2位)を迎えるほか、⾨出康孝さん
(横浜マラソン2019優勝者)、⼤⾕
尚⽂さん(400m：46秒65)ら豪華
講師陣の指導を受けられます！

主催：慶應義塾⼤学教養研究センター⽇吉⾏事企画委員会（HAPP）
共催：慶應義塾⼤学体育研究所／慶應義塾体育会競⾛部
協賛：セイコーグループ株式会社

＜主な記録・代表歴＞
・⼥⼦100mハードル元⽇本記録保持者
         （2021年当時＝12秒87）
・東京五輪⽇本代表
・2023年世界陸上競技選⼿権⼤会代表

＜イベント詳細＞
定員：150名
対象：塾⽣・教職員、地域の⽅々
費⽤：無料（事前申込の必要あり）
申込期間：
2024年3⽉25⽇（⽉）〜4⽉5⽇（⾦）※先着順
⾬天時の対応：⼩⾬決⾏
アクセス：
慶應義塾⼤学⽇吉陸上競技場  
（〒223-0061  横浜市港北区⽇吉4-1-1）
 
東急東横線・東急⽬⿊線・東急新横浜線・
横浜市営地下鉄グリーンライン⽇吉駅より徒歩1分  
※専⽤の駐⾞場はございません。  
ご来場の際は公共交通機関をご利⽤ください。  

＜10:00〜11:00＞
    ②スポーツ体験

＜13:00〜14:00＞
    ①⾛り⽅教室

＜常時＞
    ③体⼒測定
    ④競技場ツアー

⼦供から⼤⼈まで！

⼩倉  亮介コーチ寺⽥  明⽇⾹  選⼿

当⽇は競⾛部員の
案内のもと、陸上競技場
に⼊ることができます！

＜注意事項＞
①⾛り⽅教室及び③体⼒測定の定員は、各25名とさせていただきます。
②スポーツ体験は申込⼈数に応じて午後の部を⾏う可能性がございます。

日吉キャンパス公開講座「際（きわ）」
講義日 講　師 テーマ

10月５日（土）
３時限目 増田　久雄 人生、再起動　─石原裕次郎の流儀。そして、遺したもの─
４時限目 清水　千弘 データの破壊力　─社会科学とデータサイエンスの際を考える─

10月26日（土）
３時限目 友成　晋也 野球のチカラでアフリカと日本の未来を創る　─エンジョイベースボールを国際協力に─
４時限目 荒金　直人 別れ際の経験と経験の別れ際　─知識の構築について─

11月２日（土）
３時限目 古川　亮平 「自己」と「非自己」の境界　─生物学の視点から─
４時限目 伊部　尚子 「身寄りのない単身高齢者の住まい問題」を考える　─クロスオーバーが解決への道─

11月16日（土）
３時限目 森本　睦子 太陽系探査機のとばし方　─重力圏の際を考える─
４時限目 鈴木　一好 デザインで自分をブラッシュアップする時代　─＜デザインの民主化+生成AI ＞がもたらす可能性─

11月30日（土）
３時限目 山口　早苗 日中の境を超えた人、知識、言葉
４時限目 山下　一夫 中国の際─どこからどこまでが中国なのか─

� ※３時限目 13：00～14：30、４時限目 14：45～16：15　　※公開講座は変更・中止・延期となる可能性があります。

創創造造力力ととココミミュュニニテティィ研研究究会会 22４４

共共にに暮暮ららすす そそのの２２
鳥が期待する人との暮らし方

～インコの心から紐解く～

飼飼いい鳥鳥とと人人類類のの関関係係史史研研究究のの第第一一人人者者ののササイイエエンンススラライイタターー、、細細川川博博昭昭ささんんををおお
迎迎ええししててペペッットトととのの共共存存をを考考ええるる第第22回回目目のの研研究究会会でですす。。鳥鳥をを飼飼っってていいるる皆皆ささんん
もも多多いいここととででししょょうう。。そそうういいうう方方たたちちはは鳥鳥ととヒヒトトががすすごごくく似似てていいるるとと思思わわれれるるのの
ででははなないいででししょょううかか。。そそししてて鳥鳥はは私私たたちちののここととををどどうう見見てていいるるののかか、、とと思思ううこことと
もも多多いいははずず。。今今回回はは、、イインンココのの立立場場にに立立っってて、、人人とと共共にに暮暮ららすすここととににつついいてて考考ええ
ててみみたたいいとと思思いいまますす。。鳥鳥たたちちはは私私たたちちににどどんんななここととをを期期待待ししてていいるるののかか。。ちちょょっっ
ととししたた行行動動かかららイインンココのの気気持持ちちやや考考ええがが読読みみ解解けけまますす。。鳥鳥にに詳詳ししいい人人もも詳詳ししくくなな
いい人人もも、、新新ししいいココミミュュニニケケーーシショョンンとと発発想想法法をを鳥鳥たたちちかからら学学んんででみみまませせんんかか。。

●●話話題題提提供供者者：：

細細川川博博昭昭 （（ほほそそかかわわひひろろああきき）） ラライイタターー、、飼飼鳥鳥史史研研究究者者

●●日日時時 ::  22002244年年８８月月２２７７日日（（火火））1188::3300～～2200::0000  （（予予定定））

●●場場所所 居居場場所所「「カカドドベベヤヤ」」 横横浜浜市市中中区区石石川川町町55丁丁目目220099－－33 11階階

https://ameblo.jp/kadobeya2010/

●● 参参加加費費無無料料

体体調調不不良良のの際際はは、、申申しし訳訳ごござざいいまませせんんがが、、参参加加ををおお控控ええくくだだささいい。。

●●参参加加ごご希希望望のの方方はは、、法法学学部部・・横横山山千千晶晶 （（cchhaacckkyy@@kkeeiioo..jjpp））ままででごご連連絡絡くく
だだささいい。。

主主催催 居居場場所所「「カカドドベベヤヤでで過過ごごすす火火曜曜日日」」運運営営委委員員会会
慶慶應應義義塾塾大大学学教教養養研研究究セセンンタターー

未来先導基金
「みなさんmiraiプロジェクト」第二期
　2024年度慶應義塾未来先導基金に採択された本プロジェクト。
キャンパスでできない学びを、慶應最大の森がある南三陸町
（宮城県）をベースに行います。今年度は９名の学部・院生が、
南三陸町を舞台に、それぞれが関心のあるテーマに分かれて、
SDGsや防災を考える活動を行っています。
　具体的には、■５月13日 18：15～ 20：00、森についての公
開シンポジウム「南三陸発！慶應の森からひもとく生物多様
性」（シンポジウムスペース）、一ノ瀬友博氏（環境情報学
部）・鈴木卓也氏（南三陸地域イヌワシ生息環境再生プロジェ
クト協議会会長）。
■５月28日 18：15～ 20：00、防災についての公開シンポジウ
ム「今、地震がおきたら？―キャンパスで考える防災―」（シ

ンポジウムスペー
ス）、井奥洪二氏
（経済学部）、山内
明美氏（宮城教育
大学教育学部准教
授）。
■８月８日 11：00
～16：30、事前学
習会（シンポジウムスペース）、塚原沙智子氏（環境省）
■９月11日～ 13日、南三陸合宿。合宿後もさまざま活動予定。
（HP）https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/minasanmirai/
� （津田眞弓）

　　春学期特定期間集中講座「身体知」
　2024年度も８月の２週目に身体知の集中講座が開講されました。今年は題材として「再会」をテーマに３つの文学作品を選びました。また、昨年
度に引き続き特別講師にダンサー兼振付家のアオキ裕キ氏をお迎えし、氏の主導で心と身体に向き合う準備時間を十分に取りました。そのため文学
作品の読み込みとディスカッションも非常に深いものとなり、身体と頭と心をつなげる授業が可能となりました。とはいえ、今年は思ってもみない
残念な事態が起こりました。台風の接近により、金曜日の３コマ（各コマ90分）がすべて休講となり、最後の公開成果発表会の準備の時間を十分に
取ることができませんでしたが、その分みんなの集中力がすさまじく、当日はアオキ氏が率いるダンスユニット「新人Ｈソケリッサ！」のメンバー
を迎え、ほぼインプロビゼーションで（そしてインプロビゼーションだからこそ）、来往舎のイベントテラスを使って素晴らしい言語の身体化と身
体の言語化を図ることができました。
� （横山千晶）

　　生命の教養学
　文理横断・領域横断的な「教養」の見地から「生命」をめぐる問題に迫る本授業。2024年
度のテーマは「死と再生」でした。古来、最も人間の関心を引き続けてきたであろう、この
壮大な主題にいま、アプローチするにあたり、意識された問いは次のようなものです。まさ
しく再生医療への注力やAI開発によって、ますます死を生から排除していくかに見える私た
ちの時代は、死に条件づけられたものとしての

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

「再生」の可能性をも封じていくことになる
のか。11回のオムニバス講義では、相分離生物学、医療人類学、道教研究、音楽情報処理、
西洋美術史、イタリア文学、発生生物学、宗教人類学、比較動物学、教育哲学、ドイツ文学
と、多彩な分野の専門家に登壇いただきました。講義後の質疑は、講師も運営側も驚くほど熱のこもったものとなりました。
� （石川　学）

　　株式会社コーエーテクモホールディングス寄附講座「日吉学」
～発見編 見えないものを見てみよう～
　今年度の「日吉学」は、「発見編 見えないものを見てみよう」と題し、これまでよ
りも受講生一人ひとりの「日吉」というフィールドでの気付きを大切にし、研究テー
マとして発展させていくことに重点を置きました。学期の前半では、グループによる
フィールドワークを実施したうえで、そこでの気づきを記録し整理するというアク
ティヴィティを行い、後半では、前半の取り組みで得た発見を、教員や受講生同士の
議論のなかで学術的な問題として深めていき、レポート（4000字）にまとめてもらい
ました。一人ひとりのフィールドでの気付きを大切にしたことで、個々のテーマは例年以上に多様になったものの、「日吉」
に直結したものが多くなりました。そのため受講生同士の議論が活発になり、レポートのクオリティを全体的に高めること
につながったようです。
� （安藤広道）

　　株式会社アカツキ寄附講座「エンターテインメントビジネス論」
　2024年度春学期に「エンターテインメントビジネス論」を実施しました。アニメや
ゲームを始めとしたエンターテインメントビジネスについて、理論と実務の双方から
学際的・分野横断的なアプローチを行うもので、2022年度に実験授業を実施した後、
2023年度から株式会社アカツキ寄附講座として正式に開始されました。2024年度は、
三原龍太郎（経済学部）がコーディネーターをつとめるとともに全ての授業を非常勤
講師の中山淳雄が担当し、VTuber、アニメ、テレビ、ゲーム、芸能、アート、映画
といったエンターテインメントビジネスの各分野についての講義を行い、さらにそれらの分野と関係するゲストスピーカー
との対談を行うという形式で進められました。ゲストスピーカーは毎回非常に豪華なメンバーで、出席者と登壇者との間で
活発な議論が交わされ、非常に充実した内容となりました。
� （三原龍太郎）
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Keio Research Center for the Liberal Arts
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慶應義塾大学教養研究センターニューズレター第45号/2024年11月29日発行

巻頭言	

特集Ⅰ	 「基盤研究」「読書会」

特集Ⅱ	 「情報の教養学」「学習相談」

特集Ⅲ	 【教養研究センター	実験授業／設置科目】	
	 庄内セミナー /日吉学／生命の教養学／エンターテインメントビジネス論／身体知

特集Ⅳ	 「日吉行事企画委員会（HAPP）企画」

特集Ⅴ	 「日吉キャンパス公開講座」「みなさんmiraiプロジェクト」

	 「創造力とコミュニティ研究会」

活動予定

私の○○自慢

Contents

そういえば、渋谷

教養研究センター副所長

三原龍太郎（経済学部）
Ryotaro Mihara

　「そういえば昔、渋谷に住んでいたんだよな」ということを
唐突に思い出しました。今から25年くらい前、大学学部の最初
の２年間、南平台にある学生寮に下宿していたことを。学部後
半は駒場に住み、就職後も東横線が通勤ルートだったので、渋
谷はその後もしばらくは自分のターミナル駅でした。
　「そういえば今、渋谷ってすごく変わっているんだよな」と
いうことも併せて思い出しました。留学やら転職やらでしばら
く行かないでいる間に大規模再開発が進行して、渋谷はどうや
ら当時とはかなり様変わりしているらしいということを。
　現在の渋谷は当時の思い出の渋谷からどれくらい変わってい
るのだろう？この「リサーチクエスチョン」に答えるべく、週
末を利用して渋谷の「思い出スポット」をめぐる「フィールド
ワーク」を敢行しました。
　南平台の学生寮には渋谷駅の現在の西口からセルリアンタ
ワーの辺りを通って帰っていたので、今回もそのルートを辿ろ
うとしました。ところが西口エリア全体が壮大な解体工事の
真っ最中で、当時の駅施設がほとんど取り壊されてしまってい
たため初手から躓きました。思い出スポット、早くも消失。
　気を取り直して進み、帰寮ルートの途中だった桜丘の下り坂
の上に立ってみると、はるか先の空には当時存在していなかっ
たタワーマンションがニョッキリと生えています。坂を下り
きって、桜丘郵便局から渋谷駅の方面を見やると、これまた当
時はなかった渋谷サクラステージの巨大なビルが壁のように屹
立して坂の上の雲ならぬ空を遮っています。途中にあった小学

校はいつの間にかなくなり「渋谷区文化総合センター大和田」
というやはり高層の建物に変わっていました。セルリアンタ
ワーも渋谷ヒカリエもそうですが、建て替えや街区整備で足元
の道が随分と広く歩きやすくなった反面、目線よりも上の空は
以前よりも「抜け」なくなっているようです。
　「地下」も変わっていました。地下の食品売り場で１パック
数百円のお総菜を買っていた東急プラザ渋谷はずいぶんと煌び
やかな建物になり、地下１階は「防災センター」なるものに
なっていて一般客が入れない仕様になっていました（現在の住
民はお惣菜をどこで買っているのでしょうか？）。雑貨屋やハ
ンコ屋のような小さなお店がたくさん並び、そこの店主の一人
が飼っていたとおぼしき白い子犬がチョロチョロと歩き回って
いた「しぶちか」もずいぶんと整然とした地下道になり、
チェーン店も入っていました（あの子犬はどこへ行ってしまっ
たのでしょうか？）。
　「食」も変わっていました。赤ん坊の頃から家族ぐるみで
通っている神戸牛鉄板焼のお店はマスターが代替わりし、寮生
の頃に通っていたセンター街のインドカレー 1,000円食べ放題
レストランはなくなっていました。就職してから通った渋谷川
沿いの背脂醤油ラーメンの店主が亡くなりあのラーメンを未来
永劫味わうことができなくなってしまったかと思えば、その後
留学した先のボストンで味を覚えたが日本では食べられないだ
ろうと諦めていたアメリカのロブスターロールが公園通りで食
べられるようになっていました。
　私は都市論の専門家ではありませんが、記憶、五感、資本と
いった要素が絡まりあい、そこに時間という推進剤が複雑にし
かし確実に作用しながら渋谷という空間が形作られているのだ
なと実感できた「フィールドワーク」でした。
　聞けば友人はお子さんを桜丘方面の保育園に通わせているそ
うです。私にとっての「変わってしまった渋谷」は、その子に
とっての「思い出の渋谷」になっていくのでしょうか。Newsletter
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私のランニング自慢

昨年からランニングを始め、そろそろ一年が経過します。当初は、腰痛防止や体力増進の目的で週に1度ゆっくり
走るくらいだったのですが、意外とはまってしまい、今では２日に１回はジムのトレッドミルで45分ほどラン

ニングしています。始めたときは距離を伸ばしたり、タイムを上げたりすることは、一切想定していなかったのです
が、最近では効率の良い走り方を知るためにYouTubeでランニングの動画を見るうちに、陸上の長距離選手の走り
に憧れるようになり、フォームを改善して、もっといい走りがしたいという欲が
出てきました。
　こうした表向きの理由はさておき、もう一つランニングにはまった理由があり
ます。それは走りながら見るNetflixやAmazonPrimeなどの動画サイトです。大
好きな洋画を見たり、話題になった海外ドラマを見たりと、走る時間を利用して
映像作品を見るのが大きな楽しみになっています。映画であればいいシーンが終
わるまで、ドラマならば一話を見終わるまで、と自分に言い聞かせることで、ト
レーニング終盤のつらい時間もやり過ごせるような気がします。
　また、思い切って今年秋には初めてハーフマラソンに挑戦することにしまし
た。その練習でも動画サイトがきっといい相棒になってくれそうです。
� （理工学部　山口早苗）

　

【基盤研究】文理連接プロジェクト第４回 
ワークショップ２ 中間発表１

９月28日（土）13：00〜17：30　日吉キャンパス来往舎103・104
【日吉キャンパス公開講座】「際（きわ）」

１回目：10月５日（土）、２回目：10月26日（土） 
３回目：11月２日（土）、４回目：11月16日（土） 

５回目：11月30日（土） 
13：00〜 16：15　日吉キャンパスD101教室

【「学び場」プロジェクト】
10月14日（月）〜 2025年１月24日（金） 

日吉図書館１階スタディサポート
【HAPP】HAPPO STYROL INSTALLATION

11月５日（火）〜11月18日（月）　日吉キャンパス第５校舎跡地
【学会・ワークショップ等開催支援】 

慶應義塾大学体育研究所・（公社）全国大学体育連合 
関東支部共催ワークショップ「ルーブリック作成と 
活用を考える ワークショップ&ディスカッション」

11月９日（土）14：00〜18：00　日吉キャンパス スポーツ棟
【読書会】「晴読読雨」第11回：若澤佑典 

「〇〇学」エトセトラ　しっぽ学?きのこ学?
11月11日（月）17：00〜 18：00 
日吉キャンパス来往舎小会議室

【教養の一貫教育vol.10】舞踏家・上杉満代による舞踏
ワークショップ「呼吸を遊び 体と遊び 床を踏む！」

11月20日（水）15：15〜 17：30
慶應義塾高等学校 日吉協育棟 日吉協育ホール
【読書会】「晴読読雨」第12回：若澤佑典

12月７日（土）10：00〜 13：00 
日吉キャンパス来往舎小会議室

【HAPP】新入生歓迎行事 メイクで探求する個性 
自分を引き立たせる技と心

12月13日（金）16：30〜18：30　日吉キャンパス来往舎大会議室
【HAPP】日吉音楽祭2024 室内楽・ 

ピアノマラソンコンサート
12月21日（土）14：00〜 

日吉キャンパス協生館 藤原洋記念ホール
【学会・ワークショップ等開催支援】 

国際フレームネットワークショップ2025
2025年３月７日（金）〜８日（土）

日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース
【選書刊行記念企画】著書と読むセンター選書 

第４回 若澤佑典
日時未定　日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【学会・ワークショップ等開催支援】第25回英詩研究会 
（研究発表および「英詩と風景」シンポジウム）
９月28日（土）13：10〜18：00　日吉キャンパス来往舎大会議室

【情報の教養学】第５回：大澤博隆 
「情報工学から想像学へ：ヒューマンエージェントイン
タラクションから物語応用までの系譜」
10月16日（水）16：30〜 18：00 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【HAPP】古楽トークコンサート 
スペイン中世音楽の楽しみ
10月22日（火）15：00〜 16：30 
日吉図書館地下１階AVホール

【学会・ワークショップ等開催支援】 
スペイン史学会第45回大会
10月27日（日）13：00〜18：00 
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【創造力とコミュニティ研究会26】 
社会課題をアートで解決するグローバルアートチーム
LITTLE ARTISTS LEAGUEの全て
10月29日（火）18：30〜 20：00　カドベヤ

【創造力とコミュニティ研究会27】ヨコハマ喫茶去
11月５日（火）18：30〜 20：00　カドベヤ

【学会・ワークショップ等開催支援】 
第19回日本応用老年学会大会
11月９日（土）〜 10日（日）　
日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース／協生館 藤原洋記念ホール

【HAPP】ライブラリーコンサート
11月11日（月）①13：45〜　②15：00〜 
日吉図書館地下１階AVホール

【基盤研究】文理連接プロジェクト第５回 
ワークショップ３　中間発表２
11月23日（土）　日吉キャンパス来往舎103・104

【情報の教養学】第６回：北村崇師「なぜ AI は差別社
会を作ってしまうのか？～問題と防止策について～」
12月18日（水）　日吉キャンパス来往舎シンポジウムスペース

【学会・ワークショップ等開催支援】 
国際シンポジウム「日本映画のモダニティ」（仮題）
2025年１月13日（月・祝）　オンライン開催

【基盤研究】文理連接プロジェクト第６回 
ワークショップ４　最終発表
2025年２月28日（金）　日吉キャンパス来往舎103・104

渋谷サクラステージの「壁」11
月

10
月

９
月

12
月

※活動予定は中止・延期・変更となる可能性があります。

基盤研究
教養研究講演会　no.10
「宗教の中国化」政策：文化的レトリックと統治戦略

【講師】汲　　喆（フランス東洋言語文化学院社会学教授）
【司会】酒井規史（商学部准教授）
【通訳】山下一夫（理工学部教授）
【企画】小菅隼人（理工学部教授）

　宗教は人々の生き方を支える精神的な土台であり、これ
を理解することは教養の重要な部分を占めています。基盤
研究では過去にキリスト教についての講演会を開催しまし
たが、その後アジアの宗教も取り上げようと計画していた
ところ、フランスの中国系研究者である汲喆（Ji�Zhe、
ジー・ジャー）先生が来日されることを知り、先生と面識
のあった所員が交渉して、現代中国の宗教について講演し

ていただきました。汲喆先生は
1974年に中国で生まれ、渡仏して
フランス社会科学高等研究院
（EHESS）で博士号を取得し、現
在はフランス東洋言語文化学院
（INALCO）の教授として、近現代漢伝仏教や宗教グロー
バリズムなどを研究しています。講演は、現在の中国で漢
伝仏教・チベット仏教・道教・キリスト教・イスラム教な
どの宗教がどのような状況にあるかを、政策との関係で解
き明かすというもので、学内外の多くの参加者と活潑な議
論が交わされ、大変充実した講演会となりました。
� （山下一夫）

読書会「晴読雨読」アイデアの系譜学
教室と部室の間の＜サード・プレイス＞を目指して
　本とアイデアを持ち寄る読書会も、２年目に突入しまし
た。24年度上半期は、特別企画「対話！対決！対照！片山
教養研究センター所長と若澤所員が喋り倒す！」を含め、
５回のイベントを実施しました。本対談では、会場の大会
議室が学生や教員の参加者で満杯になり、主催者として嬉
しい悲鳴を上げました。通常回では、毎回10名～ 20名程
度の参加があり、和気あいあいとした「お喋り」が続く回
もあれば、研究者同士で「論戦」になることもあり、ある
いは10代の学生の語りを「世代を超えて傾聴する」場にな
ることもあり、その様相は変幻自在です。授業よりはフ
ラットで、部活よりはアカデミックな、いわば大学キャン

パスの「第三の場」を志向して、引き続き企画運営を行っ
ていきます。編集遊戯、分解と発酵の思考術、かたち学、
舞台上で踊る思考、といったように、毎回のタイトルはど
こか謎めいたもの
を、しかし同時に、
一つの知の世界を
構成するようなフ
レーズを心がけて
います。
� （若澤佑典）

文理連接プロジェクト

　2024年度の「文理連接研究会」は、「人工」を新たな共
通テーマとして定め、３回のゲスト講演と４回のワーク
ショップを予定しています（３回目のゲスト講演と１回目
のワークショップは同日に開催しました）。昨年まで年に
10回程度行ってきた小規模の研究会の回数を減らし、その
分、終日開催のワークショップの回数を増やして、活動を
より集中的なものにしました。
　年度末までに論考集『連接』第３号（2025年４月発行予
定）への掲載論文を作成することを前提に、８月２日に計
画発表（10名が発表）、９月28日と11月23日に中間発表、
２月28日に最終発表を行い、文理を跨ぐ異なる分野の研究
者たちが自由に議論をし、大いに触発し合います。

　研究会の活動につい
ては随時ブログで公
開・更新しており、
2022年度、2023年度の成果である『連接』第１号、第２号
も閲覧できます（https://lib-arts.hc.keio.ac.jp/bunri/）。
研究会への参加は基本的に研究者・教員に限定しています
が、前提知識が必要なわけではないので、どなたでも気軽
にご参加いただけます。関心のある方は、ぜひご連絡くだ
さい。� （荒金直人）

※�写真は藤原慶（理工学部准教授）の講演
　「生命科学・化学にみられる多様な階層の人工細胞」

２
月

2024年度 慶應義塾大学教養研究センター主催  基盤研究 教養研究講演会 no．10

日時：2024年7月23日（火）16：30～18：30
場所：慶應義塾大学日吉キャンパス大会議室
対象：研究者・塾生・教職員・塾員 ★入場無料・予約不要★

お問い合わせ：toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

  「宗教の中国化」政策
文化的レトリックと統治戦略
「中国化」は習近平政権における宗教政策の中心的概念であるが、その内
容は曖昧かつ複雑で、政治的意味と文化的意味の両方を含んでいる。この
政策は、まずは近年における中国政府とキリスト教・イスラム教・チベット仏教
などの「外来宗教」の一部の信者との間の緊張関係と、権力側が民族主義
的感情と文化特殊主義的論述を動員して統治戦略の正当化を図ろうとして
いることを反映している、と言える。
しかし、より長期的な視点に立てば、この政策の目標は中国共産党の支配
体制における政治と宗教との関係の基本的な規範を再確認し、宗教問題
や民族問題における中央権力の絶対的な権威を再構築することにある。
今回の講演では、まず百年来の中国共産党の宗教政策の変遷をふり返っ
たあと、「宗教の中国化」政策の言説の構築過程とその内容について考察を
行い、さらにこの政策の宣伝と実施についての簡単な説明と評価を行う。

講演者：汲喆（Ji Zhe、ジー・ジャー）

司会 ： 小野　文（理工学部教授）
通訳 ： 山下一夫（理工学部教授）

1974年生。フランス東洋言語文化学院（INALCO）社会学教授。
2007年にフランス社会科学高等研究院（EHESS）で博士号を取得。専門は近現代漢伝仏
教、宗教グローバリズム、宗教社会学理論、フランス中国学。
著書に“Religion, modernite et temporalite: une sociologie du bouddhisme 
chan contemporain”（宗教・近代性・時間性：現代における禅宗の社会学）、編著に『二
十世紀中国仏教的両次復興』（二十世紀における中国仏教の二度の復興／Daniela 
Campo、王啓元との共編）、“Making Saints in Modern China”（近代中国における
成道／David Ownby、Vincent Goossaertとの共編）、“Buddhism after Mao: 
Negotiations, Continuities, and Reinventions”（ポスト毛沢東時代の仏教：交渉・
継続・再発明／Gareth Fisher、Andre Laliberteとの共編）、『現代世界的思想者：斉美
爾研究輯選』（近代世界の思考者：ジンメル研究選集／任強との共編）。
またデュルケーム『宗教生活の基本形態』（渠敬東との共訳）、モース『贈与論』、デュルケー
ム＆モース『分類の若干の未開形態について』など、フランス・アナール学派の重要な著作の
中国語訳も行っている。

講演言語：中国語（日本語通訳有）

2024 年度教養研究センター主催読書会　晴読雨読
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問い合わせ：
toiawase-lib@adst.keio.ac.jp

若澤佑典文学部助教
（日吉・英語）　　　　　

4月26日（金）

１7： 30 ～
１8 ： 30　（予定）

※途中入退室可

場所 ：日吉キャンパス

来往舎小会議室

対象 ： 塾生・ 教職員　

★事前登録不要

アイデアの系譜学⑥

【概要】

「アイデアの系譜学」読書会とは…
「アイデアの歴史」（History of Ideas）という学問分野を参照
しつつ、発想の生成・循環・変容をテーマに「あれこれ喋る」、
書籍持ち寄り型の会になります。前回からの継続参加、今回のみ
の単発参加の両方を歓迎します。日吉の１～２年生だけでなく、
三田の上級生、湘南藤沢や信濃町からの参加、時には高校生や教
員たちの「往来がある」ことが本会の特徴です。当日、どんな流
れになるかは、集まってみるまで主催者も分かりません。「創造
的な混沌」を目指す場です！

未知との遭遇、アイデアを閃く瞬間は、授業教室の外にも溢れて
います。本企画では、金曜の夕方に学生と教員で集まって、最近
気になっている本、思いついたアイデアについて、あれこれ喋る
トーク・セッションを行います。今回は「編集の知」を出発テー
マに設定し、言葉を並べて組み替える楽しみ、アイデアの変換方
法などについて、あれこれお喋りをしてみたいと思います。かつ
て慶應に学び、図書館に籠って、博物学探究に耽溺した知の巨人
荒俣宏の遊戯的思考法についても言及します。テーマから連想す
る書籍やキーワードの持ち寄り、あるいは「編集について語りた
い～」といったエピソード披露など、ワイワイお話ができればと
思います。

問い合わせ先 ： toiawase-lib@adst.keio.ac.jp
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教養研究センター主催 読書会 晴読雨読 アイデアの系譜学 第 8 回 スペシャル対談企画

日時 ：7月 5日 （金） 15 ： 00 ～17： 30 （途中入退室可・ 予約不要）

場所 ： 日吉キャンパス来往舎 2F 大会議室／対象 ： 塾生 ・ 教職員　
※他キャンパス所属の学部・大学院生、一貫校の高校生のみなさんも歓迎します！

対談 1 ： 日吉という文芸共和国  15 ： 00 ～ 16 ： 00

対談 2 ： 博覧強記の思想史実践 16 ： 30 ～ 17 ： 30

2023年6月に始まった「本とアイデアを持ち寄って喋る会」＝アイデアの系譜学読書会ですが、今回
で１周年を迎えます。そんなアニバーサリーを祝して、今回は教養研究センターの片山杜秀所長をお
招きし、対談形式＝トークショーで実施します。日吉教員の中でもモーレツに喋りまくる二人がそろった
とき、どんなトークの化学反応（爆発？）が起こるのか、みなさま、その目撃者となってください。
片山所長は新著『大楽必易：わたくしの伊福部昭伝』、若澤所員も新著『文芸共和国の歩き方：書棚
を遊歩するためのキーワード集』を持参し、自著を出発点にして文芸の愉しさ、日吉という場の魅力、
リベラル・アーツの悲喜交々、思想史という営みについて、「喋り倒したい」と思います。

（休憩 ・ 歓談）　　　　16 ： 00 ～ 16 ： 30

　　　　　   対話！対決！対照！
  片山教養研究センター所長と若澤所員が喋り倒す！

情報の教養学（2024年度春学期）
　2024年度春学期の「情報の教養学」では、４件の講演を
実施しました。まず、高橋直大氏（AtCoder（株）代表取
締役社長）は、アルゴリズムを解説しました。アルゴリズ
ムの例をいくつか紹介した上で、それで何が可能になるの
か、また機械学習やAIとのすみ分けについて議論しまし
た。
　次に、福井健策氏（弁護士）は、デジタルアーカイブを
とりあげました。アニメ、文庫本、放送台本などを例とし
てとりあげ、国内外の取り組み、著作権から見た許諾・非
許諾のアーカイブ活動、そして、日本における政策提言を
紹介しました。
　３件目では、大黒岳彦氏（明治大学教授）は、「情報」
という言葉に着目しました。昔は役に立つ知らせであった
のに対し、情報科学が発展するにつれて、パターンとして
とらえられ、2000年に入ると意味を欠いた単なる大量の
データとなり、そして近年はその無意味なデータから意味
を見出そうとしている流れを解説しました。

　最後に、伊藤
公平塾長は、慶
應義塾と米国
CMUと のAIの
パートナーシッ
プの話、教育に
おいてAIをど
のように応用で
きるか、人口減
少が起きる今後
において大学教
育がどうあるべ
きなのかについ
て議論しました。
　いずれの講演も参加者は興味深く聴講し、質疑も活発で
した。秋学期は、２件の講演を実施する予定です。
� （高田眞吾）

学習相談
　昨年度に引き続き今年の春学期も多くの相談をお受けす
ることが出来ました。
　例年春学期は秋学期に比べて相談件数が多い傾向にあり
ますが、この理由としましては経験の浅い新入生を中心に、
大学で課される注などを含んだ本格的なレポート課題に戸
惑われている方が多いからではないでしょうか。新しく大
学生活を始めるにあたって、不慣れな履修や課題提出のシ
ステムに混乱したり、環境の変化も相まって不安を感じら
れているような方も見受けられました。
　そこで今年は企画として相談員との座談会を開催し、
レポート作成の補助の枠組みを超えて様々な悩みや不安に

ついてある程度、解消の手助け
をすることが出来たのではない
かと考えています。
　ピア・メンターの意味、“同
じ立場”である学生に相談を行
える機会は大学内でも意外と少
ないように感じるので、今後も
貴重な機会であり続けられたら
良いなと感じております。
� （中山翔琉　理工学部機械工学科３年）

学習相談

◆◆実実施施日日時時 44月月1155日日((月月))～～77月月2266日日((金金)) 毎毎週週平平日日午午後後

◆◆場場所所 日日吉吉図図書書館館11階階ススタタデディィササポポーートト
カカウウンンタターーへへ直直接接おお越越ししくくだだささいい((WWEEBBかかららのの予予約約もも可可能能でですす))

22002244..  44

学学部部生生やや大大学学院院生生のの
相相談談員員がが同同じじ学学生生目目線線でで
アアドドババイイススししまますす！！

レレポポーートトのの構構成成がが決決ままららなないい……
参参考考文文献献のの書書きき方方がが分分かかららなないい……
授授業業課課題題ののややりり方方がが分分かかららなないい……
伝伝わわるるププレレゼゼンンっってて？？

問問いい合合わわせせ：：日日吉吉メメデディィアアセセンンタターー hhmmcc--rreeff--ggrroouupp@@kkeeiioo..jjpp
hhttttppss::////lliibbgguuiiddeess..lliibb..kkeeiioo..aacc..jjpp//hhyyss__ssttuuddyyaaddvviiccee

共共催催：：教教養養研研究究セセンンタターー・・日日吉吉メメデディィアアセセンンタターー・・日日吉吉学学生生部部

勉強のお悩み

で相談してみませんか？

学学習習相相談談
WWeebbササイイトト
予予約約ももここちち
ららかからら

学習相談員による新生活応援座談会
　日吉メディアセンターでは学部１年生向けの座談会が
開催されました。初回は５月８日、大雨にもかかわらず
４名の学生が参加し、続く５月14日には、10名の学生が
集まりました。
　座談会は２部構成となっており、前半は学習相談員４
名による学業とプライベートの両立方法についてのディ
スカッション、後半では学習相談員が参加者の相談に対
応しました。相談パートでは参加者からはレポートの書
き方やゼミの選び方など多岐にわたる質問が寄せられ、
予定の30分を大幅に超えて１時間近い時間が費やされま

した。
　学習相談員としてはコロナ禍
以来、初めての対面イベントで
あり、探り探りの雰囲気でした
が、想定よりも多くの参加者が
集まった事で学習相談の周知に
繋がったと考えています。次回
の座談会企画にあたっては開催
時期やテーマの選定の再検討を
行いたいです。
� （米満優希　法学部政治学科４年）
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